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天体　地球・太陽・月

地
ち

球
きゅう

★★★

地球は，太
たい

陽
よう

系
けい

の惑
わく

星
せい

です。太陽から 3番目に
近いところを回っており，太陽までの距

きょ

離
り

は約
やく

1

億
おく

5000万 kmです。ほぼ球
きゅう

形
けい

をしています。
【直

ちょっ

径
けい

】約 1万 3000km

【自
じ

転
てん

周
しゅう

期
き

】1日
【公

こう

転
てん

周
しゅう

期
き

】1年
【衛

えい

星
せい

】　1つ（月）

地球が球である証こ

地球が球形であることで，次
つぎ

のような現
げん

象
しょう

が起
お

こります。
・船など遠くから近づいてくるものは，マストなど高い位

い

置
ち

にあるものから見え
始
はじ

める。
・高い所

ところ

から見わたすと，低
ひく

い所から見わたすよりも遠くまで見ることができる。
・場

ば

所
しょ

によって北
ほっ

極
きょく

星
せい

の見える高
こう

度
ど

が変
か

わる。
・月食のときに，月に映

うつ

る地球のかげが丸い。

地球の内部

地球の 表
ひょう

面
めん

は (1)というかたい岩石の層
そう

に
なっています。地殻の厚

あつ

さは，海
かい

底
てい

の部
ぶ

分
ぶん

では
5～ 10km，陸

りく

地
ち

の部分では 30～ 60kmほど
しかありません。地殻の下は，(2)とよばれる岩
石です。マントルは非

ひ

常
じょう

に高
こう

温
おん

なので，(3)を
もっています。地球の中心部分には，鉄

てつ

などの金
きん

属
ぞく

からなる核
かく

があり，外
そと

側
がわ

の外
がい

核
かく

は液体，内
うち

側
がわ

の
内
ない

核
かく

は固
こ

体
たい

です。

マストから
見える。 陸 陸

遠くから近づく船

Ａ

Ａから見た
水平線

Ｂから見た
水平線
すいへいせんりく Ｂ

北極星からの光高い所から見るほうが
遠くまで見える。

高度が
高い。

高度が
低い。

地球上の地点の位置は，経
けい

度
ど

と緯
い

度
ど

で 表
あらわ

すことができます。経度を表す線を (4)，緯
度を表す線を (5)といいます。
・経度：ロンドンの (6)を通る経線（経度
0°）からの角

かく

度
ど

です。北極の真
ま

上
うえ

から見
て，左回りの方

ほう

向
こう

にあるときを東経□°，
右回りの方向にあるときを西経□°といい
ます。東経 180°と西経 180°は重

かさ

なっ
ています。
・緯度：(7)と重なる緯線（緯度 0°）から
の角度です。緯度 0°より北にあるときを北

ほく

緯
い

□°，南にあるときを南
なん

緯
い

□°
といいます。北極は北緯 90°，南極は南緯 90°となります。

Ｐ

北極
（北緯 90&）

※南極は南緯 90&

西経 東経

北緯

南緯

赤道

Ｐ

北極
経線

グリニッジ
天文台跡
（経度 0&）

Ｐ地点の
経度の表し方

Ｐ地点の
緯度の表し方

緯度

経度

地殻（5～ 60km）マントル

核
（金属）

（外核）
（内核） 約

13000

km

マントルの上部はかたい層で，その上の地殻と合わせて 1枚
まい

の
岩のように考えることができます。これを「プレート」といい，
地球表面はすべてプレートでおおわれています。
地球をおおうプレートは大きく 10枚くらいに分かれており，そ
れぞれ別

べつ

の向
む

きに少しずつ動
うご

いています。
日本付

ふ

近
きん

では 4枚のプレートが複
ふく

雑
ざつ

にぶつかり合って大きな力
がはたらいているため，大地の変

へん

化
か

が大きく，火山活
かつ

動
どう

や地
じ

震
しん

が
多くなっています。

+プラスワン+プラスワン 日本付近のプレート

フィリピン海
プレート

ユーラシア
プレート

北アメリカ
プレート

太
平
洋
プ
レ
ー
ト

た
い
へ
い
よ
う

経度と緯度

経度 180°（＝東経 180°＝西経 180°）の経線にほぼ沿
そ

って，
日
ひ

付
づけ

変
へん

更
こう

線
せん

が定
さだ

められています。日付変更線を西から東（東経
側から西経側）へこえるときは日付を 1日おくらせ，東から西
（西経側から東経側）へこえるときには 1日進ませます。

+プラスワン+プラスワン

同じ経度上にあるはなれた 2点について，緯度の差
さ

から距
離を計算することができます。
例
たと

えば，北緯 35°，東経 136°の位置にある京
きょう

都
と

市
し

と，
北緯 20°，東経 136°の位置にある沖

おき

ノ
の

鳥
とり

島
しま

までの距離
を知りたいとします。地球が完

かん

全
ぜん

な球で，地球 1 周
しゅう

の長さ
が 40800kmとわかっているとすると，
40800×（35－ 20）÷ 360＝ 1700（km）
と求

もと

めることができます。

+プラスワン+プラスワン

日付変更線0&

1日
おくらせる。

1日
進ませる。

北極東
経

西
経

180&

京都市
沖ノ鳥島

20&35&

赤道

北極

40800km

地球・宇宙図鑑ドリル問題01
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天体　地球・太陽・月

自転とは，天体がある軸
じく

を中心に回
かい

転
てん

することや，回転している状
じょう

態
たい

のこと
です。太

たい

陽
よう

や，太
たい

陽
よう

系
けい

の惑
わく

星
せい

，月など，ほとんどの天体は自転しています。自転
の中心となる軸のことを (8)といい，1回転（360°回転）するのにかかる時
間を (9)といいます。

地球の自転

地球も自転しており，自転周期は 1日
です。自転の向

む

きは，宇
う

宙
ちゅう

から北
ほっ

極
きょく

を見
たときに (10)で，(11)に回っています。
地球の自転軸のことを (12)といいます。
地軸は，公

こう

転
てん

面
めん

に垂
すい

直
ちょく

な線に対
たい

して (13)

かたむいています。

地球の時刻

地球が自転していることで，昼と夜ができます。太
たい

陽
よう

光
こう

が当たっている間が昼
で，特

とく

に太陽が真
ま

南
みなみ

にくるときが (14)です。
世界の時

じ

刻
こく

は，(15)を通る (16)の経
けい

線
せん

上
じょう

で太陽が真南にくるときを正午と
し，これを標

ひょう

準
じゅん

時
じ

として東へ 15°進
すす

むと (17)，西へ 15°進むと (18)。
日本の時刻は，(19)を通る (20)の経線上で太陽が真南にくるときを正午と

しています。この基
き

準
じゅん

となる経線を (21)といい，時刻を日本標準時といいます。

天体がほかの天体のまわりを回ることを公転といいます。ある天体のまわりを
1回

かい

転
てん

するのにかかる時間を (22)といい，公転する通り道がある面を (23)と
いいます。

地球の公転

地
ち

球
きゅう

は，地
ち

軸
じく

が公転面に垂
すい

直
ちょく

な線に対
たい

して，23.4°かたむいた状
じょう

態
たい

で太
たい

陽
よう

のまわりを公転しています。公転周期は 1年です。公転の向
む

きは，北
ほっ

極
きょく

側
がわ

から
見ると (24)となっており，自

じ

転
てん

の向きと同じです。

自
じ

転
てん

★☆☆ 公
こう

転
てん

★☆☆

北極
地軸

地球の
自転の
向き

地球の
自転の向き

北極

北極の真上
から見た図

ま うえ

太
陽
の
光

自転の向き

太陽の光が
当たっている。

太陽の光が
当たっていない。

北極 南

正午の位置
い ち

北極 正
午

午後
3時

午後
9時

午前
3時

午
前
0
時

午後6時

午前6時
午前
9時

太
陽
の
光

時刻を
表すと……。
あらわ

昼夜

太陽
北極

秋分の日

春分の日

とう じ

冬至の日

げ し

夏至の日

地球

上のような図で，太陽と地球の位
い

置
ち

関
かん

係
けい

から「春分の日」「夏至の日」「秋分の日」「冬至の日」
の地球の位置を問

と

われることがあるのだ。北極側が太陽にいちばん近いときが「夏至の日」，
遠いときが「冬至の日」となるのである。自転や公転の向きもしっかり覚

おぼ

えておくのだぞ。
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天体　地球・太陽・月

太陽は，太
たい

陽
よう

系
けい

の中心にある恒
こう

星
せい

です。ほ
ぼ完

かん

全
ぜん

な 球
きゅう

形
けい

で，(1)や (2)といった高
こう

温
おん

の
ガスでできています。直

ちょっ

径
けい

は (3)（地
ち

球
きゅう

の約
109倍

ばい

）で，地球から (4)はなれています。
表
ひょう

面
めん

温
おん

度
ど

は (5)です。(6)とよばれる黒い
点が観

かん

察
さつ

されることがあり，黒点の温度は約
4000℃～ 4500℃です。
太陽の光は非

ひ

常
じょう

に強いため，観察するときは必
かなら

ず (7)を使
つか

います。

太陽の日周運動

地球が (8)していることによって，太陽は 1日かけて地球のまわりを 1 周
しゅう

し
ているように見えます。この動

うご

きを太陽
の日

にっ

周
しゅう

運
うん

動
どう

といいます。
日本では，太陽は (9)からのぼって，

(10)の空を通り，(11)にしずみます。
太陽が真

ま

南
みなみ

にくることを太陽の (12)

といい，南中する時
じ

刻
こく

のことを太陽の
(13)といいます。

太陽の南中時刻＝（日の出の時刻＋日の入りの時刻）÷ 2　※時刻は 24時
じ

制
せい

太陽の南中時刻は (14)の地点ほど早
くなり，経

けい

度
ど

が 1°東へずれると，(15)

早くなります。

地
じ

面
めん

に棒
ぼう

を垂
すい

直
ちょく

に立て，そのかげを
観察すると，かげは (16)へ動きます。
また，太陽の高さが高いほどかげの長さ
は (17)なります。
地面に立てた棒のかげの先たんが動い

たあとを (18)といいます。

太陽の光と地面との間にできる
角
かく

度
ど

で太陽の高さを表
あらわ

したもの
を (19)といいます。また，太陽
が南中したときの太陽高度のこと
を (20)といいます。
日本での南中高度は，緯

い

度
ど

の低
い地点ほど (21)なります。

季節の変化

地球が地
ち

軸
じく

をかたむけながら公
こう

転
てん

しているため，さまざまな季
き

節
せつ

の変
へん

化
か

が起
お

こ
ります。

【南中高度】
太陽の南中高度は変化します。日本での南中高度は，冬至の日に (22)，夏至
の日に (23)なります。

・春分の日，秋分の日
　南中高度＝ 90°－観

かん

測
そく

地
ち

点
てん

の緯度
・夏至の日
　南中高度＝ 90°－観測地点の緯度
　　　　　　＋ 23.4°（地軸のかたむき）
・冬至の日
　南中高度＝ 90°－観測地点の緯度
　　　　　　－ 23.4°（地軸のかたむき）

太
たい

陽
よう

★★★

南

南中

西東

正午

正午

午後2時

午後4時

午後4時

午前8時

午前8時

午前10時

午前10時午後2時

かげが短い。

高い。

低い。
ひく

かげが長い。

太陽高度

棒

かげ

ア

棒
の
長
さ

かげの長さ

（分度器で
はかる。）

ぶん ど き

紙にかきうつす。

ア

太陽高度

太陽

秋分の日

春分の日

冬至の日
とう じ

夏至の日
げ し 地球

公転面
こうてんめん

地軸

公転面に
垂直な線

公転面
せきどうめん

赤道面

地軸

北極
ほっきょく

66.6&

23.4&

23.4&

南極
なんきょく

北

西

東

南

冬至の日 夏至の日

・春分の日 秋分の日

地球・宇宙図鑑ドリル問題02
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天体　地球・太陽・月

【日の出・日の入りの方
ほう

位
い

】
太陽の上のはしが地

ち

平
へい

線
せん

から見
み

え始
はじ

めたとき
を日の出，太陽が完

かん

全
ぜん

に地平線の下にかくれた
ときを日の入りといいます。
・春分の日，秋分の日：太陽は (24)からのぼ
り，(25)にしずみます。
・夏至の日：日の出，日の入りの位置が，最も

(26)になります。夏至の日以
い

降
こう

は，日の出，
日の入りの位置は，(27)に向

む

かって少しずつ移
い

動
どう

します。
・冬至の日：日の出，日の入りの位置が，最も (28)になります。冬至の日以降
は，日の出，日の入りの位置は，(29)に向かって少しずつ移動します。

【日かげ曲線】
日の出，日の入りの方位や太陽高度が変化するため，日かげ曲線も季節によっ

てかわります。
・春分の日，秋分の日：棒の (30)で，

(31)になります。
・夏至の日：(32)の所

ところ

からでき始め，
棒の北側のすぐ近くを通り，(33)

の所までできます。
・冬至の日：(34)の所からでき始め，

(35)の所までできます。

【昼夜の長さ】
地軸のかたむきによって，太陽の光が当たる所が少しずつ変化し，日本での昼

の長さは毎日少しずつ変化していきます。
・春分の日，秋分の日：太陽の光は，地軸に垂直な方

ほう

向
こう

から地球を照
て

らします。
地球上のどの地点でも，昼夜の長さはほぼ (36)になります。

・夏至の日：太陽の光は，北寄りの方向から地球を照らします。北半球では昼の
長さが (37)なり，北の地

ち

域
いき

ほど長く，南の地域ほど短くなります。
・冬至の日：太陽の光は，南寄りの方向から地球を照らします。北半球では昼の
長さが (38)なり，北の地域ほど短く，南の地域ほど長くなります。

北

西
日の入り

冬至の日
夏至の日

春分の日・秋分の日

東 日の出

南

棒の北側
に一直線
にできる。

真東より南寄り 真西より南寄り

真東より
かなり北寄り

真西より
かなり北寄り

北

春分の日
秋分の日

南

東 西

棒 夏至の日

冬至の日

北極

赤道
12時間12時間
12時間12時間

南極

昼 夜

12時間12時間

短い 長い

長い 短い

北極

赤道

南極

昼 夜

12時間12時間

短い長い

長い短い

北極

南極

昼 夜

赤道

冬至の日夏至の日・春分の日 秋分の日

北
ほく

緯
い

66.6°（90°－地軸のかたむき 23.4°）より北の地
域を北

ほっ

極
きょく

圏
けん

，南
なん

緯
い

66.6°より南の地域を南
なん

極
きょく

圏
けん

といいま
す。
この北極圏や南極圏では夏至や冬至の時

じ

期
き

になると，一日
中太陽がしずまない「白

びゃく

夜
や

」や，一日中太陽がのぼらない
「極
きょく

夜
や

」という現
げん

象
しょう

が見られます。

+プラスワン+プラスワン
北極

1日中
太陽が
しずまない。（白夜）

1日中太陽が
のぼらない。
（極夜）

南極
南緯66.6°

北緯66.6°

赤道

冬至の日

地球は太陽のまわりを公転していますが，地球から見ると，太陽が星
せい

座
ざ

の中を
1年かけて動いているように見えます。この，太陽の見かけの通り道のことを
(39)といいます。また，黄道上にある 12の星座のことを，黄道 12星座とい
います。

上の図で，太陽の方向にある星座は，太陽の光によって見えません。真夜中に
なると，太陽と反

はん

対
たい

の方向にある星座が見えます。

黄道

太陽

秋分の日

春分の日

てんびん座

みずがめ座 おひつじ座

しし座

さそり座

やぎ座

かに座

おうし座

おとめ座

うお座

いて座 ふたご座冬至の日夏至の日
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天体　地球・太陽・月

月は，地
ち

球
きゅう

のまわりを公
こう

転
てん

している (1)で
す。ほぼ球

きゅう

形
けい

をしています。太
たい

陽
よう

の光を反
はん

射
しゃ

することでかがやいて見えます。
月には，空気はありません。いん石がぶつかっ

た跡
あと

である (2)がたくさんあります。

【直
ちょっ

径
けい

】約
やく

3500km（地球の約 4分の 1）
【地球からの距

きょ

離
り

】約 38万 km

【自
じ

転
てん

周
しゅう

期
き

】約 27.3日
【公転周期】約 27.3日

月の模様

月を見ると，明るい部
ぶ

分
ぶん

と暗
くら

い部分があります。
暗い部分は (3)とよばれ，黒っぽい岩石ででき
ています。水があるわけではありません。
月の模

も

様
よう

は，日本では昔
むかし

からウサギに見立て
られていました。

月の公転・自転

月の公転と自転の向
む

きは，地球の北
ほっ

極
きょく

側
がわ

の宇
う

宙
ちゅう

から見たとき，どちらも反
はん

時
と

計
けい

回
まわ

りです。公転と自転の周期が同じ
であるため，地球からはいつも (4)が
見えます。

月 ★★★

月の模様は，国によって見方が異
こと

なり，女
じょ

性
せい

の横
よこ

顔
がお

やはさみの大きなカニなど，さまざまなものに見
立てられています。

+プラスワン+プラスワン

地球

地球から
見えない面 自転の方向

ほうこう

※　は,月面上の同じ点を示しています。
しめげつめん

公転の
方向

地球から
見える面

月，地球，太陽の位
い

置
ち

関
かん

係
けい

によって，
月の光っている部分の形は少しずつ変

か

わって見えます。月は約 (5)の周
しゅう

期
き

で満
み

ち欠
か

けをしています。
日本で観

かん

測
そく

すると，月は (6)から
満ちていき，(7)から欠けていきます。
次
つぎ

のような月は，特
とく

別
べつ

な名前でよばれ
ています。

・(8)：太陽と同じ方
ほう

向
こう

にあり，地球
から見えない月。
・(9)：新月を 1日目としたときに 3日目に見える細い月。
・(10)：右半分が光っている月。
・(11)：地球から見えるすべての面が光っている丸い月。
・(12)：左半分が光っている月。

満ち欠けの順
じゅん

序
じょ

は，新月→三日月→上弦の月→満月→下弦の月→新月となり
ます。

月の満ち欠け

月
地球

下弦の月

上弦の月
三日月

満月（見えない）

地球の
北半球から
見たようす

きたはんきゅう

太陽の光が
当たらない
部分

太陽の光が
当たって
いる部分

新月

太
陽
の
光

三日月

約3日 約4日 約4日

約4日

約3日 約4日

約4日 約4日

新月 上弦の月

満月下弦の月

地球から見ると，月と太陽は同じくらいの大きさに見えます。これは，月に比
くら

べて太陽が非
ひ

常
じょう

に遠
くにあるからです。

+プラスワン+プラスワン

太陽

約1億5000万km
約38万km

約3500km

地球 月
約140万km

おく

クレーター

地球・宇宙図鑑ドリル問題03
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天体　地球・太陽・月

月は (13)からのぼり，(14)の空を通って，(15)にしずみます。
月がのぼるときやしずむときに，月の中心が地

ち

平
へい

線
せん

（または水
すい

平
へい

線
せん

）上にきた
ときをそれぞれ月の出，月の入りといい，月の南

なん

中
ちゅう

時
じ

刻
こく

は月の出と月の入りの
時刻の真

ま

ん中
なか

ごろになります。

月の形と見える時刻

月の南中時刻は 1日に (16)おくれていきます。そのため，いつも同じ時刻，
同じ位置に月が見えるわけではありません。月の見える時刻は，月の形によって
だいたい決

き

まっています。

【新月】
太陽と同じ方向にあるため，地球からは見えませんが，太陽と同じように (17)

出て，(18)南中し，(19)しずみます。

【三日月】
太陽より少しおくれて動

うご

きます。(20)出て，(21)南中し，(22)しずみます。
昼間は太陽の光が強いので，地球から見えるのは夕方ごろからで，このとき (23)

に見えます。

【上弦の月】
(24)出て，(25)南中し，(26)しずみます。昼間は太陽の光が強いので，地

球から見えるのは夕方ごろからで，このとき (27)に見えます。

月の動き

南
午後

8時ごろ
午前
8時ごろ

午後2時ごろ

北
東 西

地球

地球から見た形

月

Ａ
Ａ地点：月の出
Ｂ地点：南中
Ｃ地点：月の入り

Ｃ

Ｂ

地球
南

北
東 西

地球から見た形月

午前
0時ごろ

正午ごろ

午後6時ごろ

【満月】
太陽と (28)の位置にあります。(29)出て，(30)南中し，(31)しずみます。
月の出から月の入りまで一

ひと

晩
ばん

中
じゅう

見ることができます。

【下弦の月】
(32)出て，(33)南中し，(34)しずみます。太陽がのぼるにつれて見えにく

くなります。

Ａ地点：月の出
Ｂ地点：南中
Ｃ地点：月の入り

南
午前

6時ごろ
午後
6時ごろ

午前0時ごろ地球

北
東 西

地球から見た形

月Ｃ

Ｂ

Ａ

Ｃ Ａ
Ｂ

Ａ地点：月の出
Ｂ地点：南中
Ｃ地点：月の入り

南
正午ごろ

午前
0時ごろ

午前6時ごろ地球

北
東 西

地球から
見た形

月

月の公転周期は約 27.3日ですが，月の満ち欠けの周期
は約 29.5日と長くなっています。これは，月が 1回
公転する間に，地球も公転によって位置が変わっている
ことによります。月の満ち欠けの周期は次のように計算
して求

もと

めることができます。
①　右の図のように，はじめ地球と月がＡの位置にあっ

たとします。
②　月が 1回公転したときには，図のＢのような位置

関係になります。ここではまだ月は新月ではなく，月
の満ち欠けが 1周するためには，Ｃの位置までこな
ければなりません。これは，図の線イと線ロとの角度
が 0°になるときということです。

③　地球は 1日に 360÷ 365＝ 0.98…　→約 1.0°
月は1日に 360÷27.3＝13.18…　→約13.2°
公転します。よってあ（＝い）の角度は 1.0× 27.3＝ 27.3（°）です。線イと線ロの角度は
1日あたり，13.2－ 1.0＝ 12.2（°）ずつ小さくなるので，27.3÷ 12.2＝ 2.23…
→約 2.2（日）となり，満ち欠けの周期は 27.3＋ 2.2＝ 29.5（日）となります。

+プラスワン+プラスワン

Ｂ：Ａから 1回
　 公転したとき
　（27.3日後）　い

線ロ

線イ太陽

あ

Ｃ：次の新月
　（29.5日後）

Ａ：新月
月 地球

あ＋1.0°
い＋1.0°-13.2°

Ａから 1日後
線ロ

線イ

入
にゅう

試
し

問
もん

題
だい

では，午前○時のように具
ぐ

体
たい

的
てき

な時刻ではなく，午前 0時は「真
ま

夜
よ

中
なか

」，午前
6時は「明け方」，午後 6時は「夕方」，などと示されることも多いのだ。細かい時刻を
暗
あん

記
き

するのではなく，太陽との位置関係で覚
おぼ

えておくとよいのである。
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天体　地球・太陽・月

月の南中高度は，季
き

節
せつ

によって変
へん

化
か

します。変化する理
り

由
ゆう

はいくつかあります
が，1つは地

ち

軸
じく

のかたむきが関係しています。北半球では，地軸の北極側が月の
ほうにかたむいていると南中高度は (35)なり，北極側が月から遠ざかるほうに
かたむいていると南中高度は (36)なります。

【満月の南中高度】
(37)に近いころ高くなり，(38)に近いころ低くなります。

【上弦の月の南中高度】
(39)に近いころ高くなり，(40)に近いころ低くなります。

【下弦の月の南中高度】
(41)に近いころ高くなり，(42)に近いころ低くなります。

月の南中高度

月は地球から最
もっと

も近い天体であり，昔
むかし

から人々は月
のようすを調

しら

べたり，月に行ったりできるように研
けん

究
きゅう

が進
すす

められていました。
1969年に，アメリカのアポロ 11号計画で，人

じん

類
るい

が初
はじ

めて月面に降
お

り立
た

つと，その後数回にわたり月面
での調

ちょう

査
さ

が行われました。
日本では，2007年に月

つき

周
しゅう

回
かい

衛
えい

星
せい

「かぐや」が打
う

ち
上
あ

げられ，月表
ひょう

面
めん

のようすや月の環
かん

境
きょう

など，さまざ
まな調査が行われました。

+プラスワン+プラスワン

月はつねに同じ面を地球に向けて公転しているため，月からは地球が (43)よ
うに見えます。
　

また，月から地球を見ると，地球が満ち欠けして見えます。地球の満ち欠けの
周期は，月の満ち欠けと同じ約 29.5日です。月から見える地球の面は，月の公
転や地球の自転によって変わります。

月から見た地球

月

地球

③

②

①

④

⑤

⑦
⑧⑥

太
陽
の
光

西

東

東
天頂

※北極側の
宇宙から見た図です。

天
頂

東

西

Ｃ

Ａ
Ｂ

西

天
頂

Ａ

Ｃ
Ｂ

Ａ Ｃ
Ｂ

て
ん
ち
ょ
う

Ｂ

Ａ

Ｃ

①にもどる

①にもどる

①にもどる

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧
地球

Ａ Ｃ
Ｂ
月

月
月の方向

地平線 月の公転面
地軸 南極

北極

赤道

南中高度
高い

P
月の方向

南中高度　低い

月P

月側にかた
むいている。

月から遠ざかる向き
にかたむいている。

太陽
冬至の日に
近い満月

夏至の日に
近い満月

秋分の日に
近い上弦の月

春分の日に
近い上弦の月

春分の日に
近い下弦の月

秋分の日に
近い下弦の月

太陽 太陽

下弦の月上弦の月満月

南中高度
低い 南中高度

低い

南中高度
低い南中高度

高い
南中高度
高い

南中高度
高い

月面に降りた宇
う

宙
ちゅう

飛
ひ

行
こう

士
し

月から見た地球

（注意）　本ドリルでは入試問題を掲載しておりません。
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天体　地球・太陽・月

日食は，太
たい

陽
よう

の光が (1)によってさえぎられ，
太陽が欠

か

けて見える現
げん

象
しょう

です。一
いち

部
ぶ

が欠けるこ
とを (2)，太陽が完

かん

全
ぜん

に見えなくなることを (3)

といいます。かいき日食のときには，太陽のまわ
りの (4)や (5)が見られます。
日食は (6)のときに起

お

こります。

日食の原理

日食が起こるのは，(7)の順
じゅん

に一直線に並
なら

ぶときです。月の半
はん

影
えい

に入ってい
る地

ち

域
いき

では (8)となり，月の本
ほん

影
えい

に入っている地域では (9)となります。

地球と月との距
きょ

離
り

はつねに一
いっ

定
てい

ではなく，少し変
へん

化
か

します。月
が地球から遠いときは，月のほうが太陽よりも見かけの大きさが
(10)ので，太陽が輪

わ

のように見える (11)となることがありま
す。
　
太陽の欠け方

日本（北
きた

半
はん

球
きゅう

）から日食を観
かん

測
そく

すると，太陽が月を追
お

いこすような動
うご

きになり，
太陽は (12)のほうから欠けていきます。

日
にっ

食
しょく

★★☆

プロミネンス

コロナ

月 半影

本影

太陽

地球

太陽
月

かいき日食
太陽が月の
うしろにかく
れる。

太陽が月の
うしろから出
てくる。

Ａ地点から見えるようす

Ａ地点が月の半影に入る。

Ａ
太陽

地球月

Ａ地点が月の本影に入る。

太陽

地球

月 月

Ａ地点が月の半影に入っている。

太陽

地球

Ａ Ａ

月食は，月が (13)に入り，月が欠
か

けて見える現
げん

象
しょう

です。かいき月食では，月全
ぜん

体
たい

が赤っぽい色に
見えることがあります。
月食は，(14)のときに起

お

こり，月が見えている
地球上の (15)で見ることができます。

月食の原理

月食が起こるのは，(16)の順
じゅん

に一直線に並
なら

ぶときです。月がすべて地球の
本
ほん

影
えい

に入ると (17)となり，月の一
いち

部
ぶ

しか本影に入らないと (18)となります。
月よりも地球の本影のほうが (19)ので，金かん月食は起こりません。

月の欠け方

日本（北
きた

半
はん

球
きゅう

）から月食を観
かん

測
そく

すると，(20)のほうから欠けていきます。

月
げっ

食
しょく

★★☆

月食が起こる方角によって，
月のかたむきはちがいます。
上の図は，南東で起こった
ときの月食の図です。

半影

月 本影

太陽 地球

地球の北半球（日本）から見た形

半影

月食の原理 月の欠け方

月食や日
にっ

食
しょく

は，満月や新月の日に必
かなら

ず起こるわけではありません。これは，月の公
こう

転
てん

面
めん

が地球の公
転面に対

たい

してかたむいているためです。

+プラスワン+プラスワン

太陽

月が地球の
かげに入らない。

地球が月の
かげに入らない。

地球
地球の公転面 月地球

月

月の公転面

太陽

地球

月
地球

月

かいき日食

金かん日食

かいき月食

地球・宇宙図鑑ドリル問題04
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天体　太陽系

自分で (21)，(22)し，ある程
てい

度
ど

の大
きさをもつ天体を，惑星といいます。地

ち

球
きゅう

は太
たい

陽
よう

のまわりを回る惑星です。
惑星は，太陽の光を反

はん

射
しゃ

することで，か
がやいて見えます。

惑
わく

星
せい

★★☆

太陽（恒星）地球（惑星）

(23)する天体を衛星といいます。月は地
ち

球
きゅう

の衛星です。
衛星は，自分で光や熱

ねつ

を出しません。太
たい

陽
よう

などの恒
こう

星
せい

の光を反
はん

射
しゃ

することで，かがやい
て見えます。

衛
えい

星
せい

★☆☆

太陽

地球（惑星）

月（衛星）

（恒星）

彗星は，(24)でできた小さな天体です。(25)
を引いているように見え，ほうき星ともよばれ
ます。
彗星は，一

いっ

定
てい

の 周
しゅう

期
き

で太
たい

陽
よう

に近づきます。
彗星が太陽に近づくと，太陽の熱

ねつ

で表
ひょう

面
めん

が 蒸
じょう

発
はつ

したり，ちりが外に出たりして，尾が太陽と
(26)に見られるようになります。

彗星が残
のこ

していったちりなどが，地球に落
お

ち
てくるとちゅう，大気を通

つう

過
か

するときに熱と光
を出すものが流

りゅう

星
せい

（流
なが

れ星
ぼし

）です。流星が燃
も

えつきずに地
ち

表
ひょう

に落
お

ちてきたものが，いん石
です。

彗
すい

星
せい

★☆☆

太陽

彗星

尾

太陽と，太陽のまわりを公
こう

転
てん

している惑
わく

星
せい

や，惑星のまわりを公転している衛
えい

星
せい

，彗
すい

星
せい

などの集
あつ

まりを太陽系といいます。太陽系には (27)の惑星があり，太
陽から近い順

じゅん

に，(28)，(29)，(30)，(31)，(32)，(33)，(34)，(35)です。
惑星が公転する通り道（軌

き

道
どう

）は円に近いだ円で，ほぼ同じ平
へい

面
めん

上
じょう

にあります。

地球を 1としたときの，太陽系の惑星の大きさや太陽からの距
きょ

離
り

は次
つぎ

のよう
になります。

太
たい

陽
よう

系
けい

天王星

海王星

土星

木星地球

火星

水星

金星

太陽系の惑星

★☆☆

地球を1としたときの惑星の大きさ

水星
0.4

金星
0.95

地球
1
火星
0.5

木星
11

天王星
4

土星
9.5

海王星
3.9

水星
0.4

金星
0.7

地球
1

火星
1.5太陽

木星
5

土星
10

天王星
19

海王星
30

地球を1としたときの太陽からの距離

以
い

前
ぜん

は，「冥
めい

王
おう

星
せい

」という天体も太陽系の惑星に数えられていました。しかし，ほかの 8つの惑星と
異
こと

なる性
せい

質
しつ

が多かったために，2006年の国
こく

際
さい

会
かい

議
ぎ

で，惑星とは見なさないことになりました。

+プラスワン+プラスワン
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天
体

太
陽
系

地
質

気
象

天
体

太
陽
系

地
質

気
象

天体　太陽系

水星は， 最
もっと

も太
たい

陽
よう

に (1)，最も (2)惑
わく

星
せい

です。おもに (3)などでできています。
大気がないため， 表

ひょう

面
めん

温
おん

度
ど

は，昼間は約
やく

400℃，夜は約－
マイナス

180℃になります。
地
ち

球
きゅう

からは，(4)にしか観
かん

測
そく

できません。

【直
ちょっ

径
けい

】約
やく

5000km（地球の約 3分の 1）
【自

じ

転
てん

周
しゅう

期
き

】約 59日
【公

こう

転
てん

周
しゅう

期
き

】約 88日
【衛

えい

星
せい

】　なし

水星 ★☆☆

火星は，地
ち

球
きゅう

のすぐ外
そと

側
がわ

を公
こう

転
てん

する惑
わく

星
せい

です。おもに岩石でできています。表
ひょう

面
めん

に
は (5)が大

たい

量
りょう

にふくまれるため，観
かん

測
そく

する
と (6)に見えます。

【直
ちょっ

径
けい

】約
やく

6800km（地球の約半分）
【自

じ

転
てん

周
しゅう

期
き

】約 25時間
【公転周期】約 687日
【衛

えい

星
せい

】　2個
こ

（フォボス，ダイモス）

火星 ★★☆

火星の公転軌
き

道
どう

はほかの惑星に比
くら

べゆがんでおり，太
たい

陽
よう

までの距
きょ

離
り

が最
さい

大
だい

で 2割
わり

程
てい

度
ど

も変
か

わります。

+プラスワン+プラスワン

地
ち

球
きゅう

のすぐ内
うち

側
がわ

を公
こう

転
てん

する惑
わく

星
せい

です。おも
に (7)などでできています。大

だい

部
ぶ

分
ぶん

が (8)の
大気があり，二酸化炭素の温

おん

室
しつ

効
こう

果
か

によって，
表
ひょう

面
めん

温
おん

度
ど

は約
やく

460℃にもなります。
地球からは，夕方と明け方にしか観

かん

測
そく

できま
せん。夕方に (9)の空に見える金星は「(10)」，
明け方に (11)の空で見える金星は「(12)」
ともよばれます。

【直
ちょっ

径
けい

】約 1万 2000km

　　　　（地球より少し小さい）
【自

じ

転
てん

周
しゅう

期
き

】約 243日
【公転周期】約 225日
【衛

えい

星
せい

】　なし

金星の満ち欠け

地球から金星を見たとき，金星の位
い

置
ち

によって太
たい

陽
よう

の光が当たっている面
めん

の見
え方が変

か

わるため，月のように満
み

ち欠
か

けして見えます。また，金星が地球に近い
場
ば

所
しょ

にあるほど大きく見えるため，大きさも変わって見えます。

金星 ★★★

太陽

地球

①②
③

④ ⑤
⑥ ⑦ ⑧

⑨

⑩

太陽と同じ方向
なので見えない。

光ってい
る部分は
見えない。

右半分が光っ
て見える。

左半分が光っ
て見える。

太陽

地球

金星

⑩

①

②

⑤ ⑦④ ⑧

③

⑨

地
球
か
ら

見
え
な
い

⑥

二酸化炭素には，熱
ねつ

を 吸
きゅう

収
しゅう

して宇
う

宙
ちゅう

へにがし
にくくするはたらきがあります。このはたらきを
温室効果といいます。

+プラスワン+プラスワン
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2626 2727

天
体

太
陽
系

地
質

気
象

天体　星・星座

天
体

星
・
星
座

地
質

気
象

木星は，(13)の惑
わく

星
せい

です。おもに (14)で
できています。
たくさんの衛

えい

星
せい

をもちますが，中でも (15)

によって発
はっ

見
けん

されたイオ，エウロパ，ガニメデ，
カリストという，4つの衛星（ガリレオ衛星と
よばれます）が有

ゆう

名
めい

です。また，目立ちません
が，輪

わ

があります。

【直
ちょっ

径
けい

】約
やく

14万 km（地
ち

球
きゅう

の約 11倍
ばい

）
【自

じ

転
てん

周
しゅう

期
き

】約 10時間
【公

こう

転
てん

周
しゅう

期
き

】約 11.9年
【衛星】　たくさん

木星 ★☆☆

土星は，木星に次
つ

いで 2番目に大きな惑
わく

星
せい

です。おもに (16)でできています。
土星には，氷

こおり

のかけらなどでできた，大き
な (17)があります。また，たくさんの衛

えい

星
せい

を
もっています。

【直
ちょっ

径
けい

】約
やく

12万 km（地
ち

球
きゅう

の約 9倍
ばい

）
【自

じ

転
てん

周
しゅう

期
き

】約 11時間
【公

こう

転
てん

周
しゅう

期
き

】約 29.5年
【衛星】　たくさん

土星 ★☆☆

土星は高
こう

速
そく

で自転しており，また，ガスでできているため密
みつ

度
ど

が低
ひく

くなっています。このため，土星
はほかの惑星に比

くら

べ，明らかに上下につぶれたような形をしています。

+プラスワン+プラスワン

自分で (18)を出している星を恒星といいます。夜空に光る多くの星や太
たい

陽
よう

も
恒星です。また，恒星がたくさん集

あつ

まったものを (19)といいます。

恒星の明るさ

恒星の明るさは，(20)で表
あらわ

されます。等級の数字が小さいほうが明るいこ
とを表し，最

もっと

も明るく見える星を 1等星，肉
にく

眼
がん

で見える最も暗
くら

い星を 6等星と
します。等級が 1ちがうと明るさが (21)ちがい，1等星は 6等星の (22)の
明るさです。

1等星は 21個
こ

ありますが，その中でも明るさにちがいがあり，1等級より明
るいものは 0等級，－ 1等級のように表されます。最も明るい 1等星はおおい
ぬ座の (23)で－ 1.5等級です。

恒星の色と温度

恒星には，(24)のちがいによって，さまざまな色のものがあります。

星座

いくつかの星（恒星）の集まりを，人やものなどに見立て，名前をつけたもの
を星

せい

座
ざ

といいます。全
ぜん

天
てん

には (27)の星座があります。
地球から見ると，星は動

うご

いて見えますが，星座の並
なら

び方
かた

は変
か

わりません。

恒
こう

星
せい

★★☆

6等星3等星

明るさ
2.5倍 明るさ 100倍

明るさ
2.5倍

2等星1等星 地
ち

球
きゅう

に最も近い恒星である太陽は，－
マイナス

27等級です。恒星だけでなく，惑
わく

星
せい

や
月なども等級で表すことができ，満

まん

月
げつ

は
－ 13等級，金星は最も明るく見えると
きで－ 4等級以

い

上
じょう

になります。

+プラスワン+プラスワン

太陽は赤ではなく，黄色なのだ。夕方に太陽が赤く見えるのは，地球の大気や大気中のち
りによって，太陽光線のうち赤い光だけが届

とど

いているからなのである。

スピカ，リゲル

デネブ，ベガ，シリウス

プロキオン，太陽

アルデバラン，アルクトゥルス

ベテルギウス，アンタレス

恒 星 の 色 温 度 恒 星 の 例
(25)

(26)

青 白 色

白 色

黄 色

だ い だ い 色

赤 色



2828 2929

天
体

星
・
星
座

地
質

気
象

天体　星・星座

天
体

星
・
星
座

地
質

気
象

1年を通して (1)の空に見られる星
せい

座
ざ

です。おおぐま座には，7つの星がひしゃ
くの形に並

なら

んだ (2)がふくまれています。
北斗七星は，(3)の位

い

置
ち

を知るために使
つか

われてきました。

おおぐま座
ざ

★★☆

北極星

北斗七星
こぐま座

おおぐま座

1年を通して (4)の空に見られる星
せい

座
ざ

です。こぐま座のしっぽに当たる部
ぶ

分
ぶん

には
(5)があります。

こぐま座
ざ

★☆☆

北極星

こぐま座

北極星は，(6)のしっぽの部
ぶ

分
ぶん

にある2等
とう

星
せい

です。
ほぼ (7)の方

ほう

向
こう

にあり，昔
むかし

は航
こう

海
かい

の目
め

印
じるし

にもなっ
ていました。
北極星は地

ち

軸
じく

を北
ほっ

極
きょく

側
がわ

にのばしたずっと先にあ
るため，北半球では星は (8)ように見えます。 南

みなみ

半
はん

球
きゅう

からは見えません。

北極星の見つけ方

北極星は 2等星であまり目立ちませんが，見つけやすい (9)や (10)を利
り

用
よう

して見つける方
ほう

法
ほう

があります。

北極星の高度

北極星の高
こう

度
ど

は，観
かん

測
そく

地
ち

点
てん

の (11)と等
ひと

しくなります。

北
ほっ

極
きょく

星
せい

★★★

北極

北極星

なんきょく

南極

★

地球が自転する
と,星は回って見
えるが ,北極星
は動かない。
うご

じてん

5

1
1

5

カシオペヤ座

北
極
星

北
斗
七
星

南

東

北極星の高度
　＝観測地点の緯度

北

北極星

西

観測地点

北極星の高度が観測地点の緯度と等しく
なることは，下の図からもわかります。
北極星は非

ひ

常
じょう

に遠くにあるため，北極
星からの光は平

へい

行
こう

線
せん

と考えられます。

+プラスワン+プラスワン

北極

赤道

北極星からの光
（平行）

ち へいせん

地平線

●°

ほく い

北緯●°の地点

高度

い

あ

北極星からの光
は平行なので,図
のあといは等し
くなる。

地球・宇宙図鑑ドリル問題06

おおぐま座やこぐま座は，構
こう

成
せい

する星が点で示
しめ

され，その中から北
ほく

斗
と

七
しち

星
せい

や北極星を選
えら

ば
せる問

もん

題
だい

も出
しゅつ

題
だい

されるのだ。星座の中のどの星なのかをしっかり確
かく

にんしておくとよい
のである。
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天
体

星
・
星
座

地
質

気
象

天体　星・星座

天
体

星
・
星
座

地
質

気
象

カシオペヤ座は，1年を通して (12)の空に見ら
れる星

せい

座
ざ

です。「W」の形をしており，北
ほっ

極
きょく

星
せい

をは
さんでおおぐま座（北

ほく

斗
と

七
しち

星
せい

）のほぼ反
はん

対
たい

の位
い

置
ち

に
あります。真

ま

夜
よ

中
なか

に北の空高くにのぼって見やすく
なるのは，秋ごろです。
カシオペヤ座は，(13)の位置を知るために使

つか

わ
れてきました。

カシオペヤ座
ざ

★★☆

カシオペヤ座

はくちょう座は，(14)に見られる星
せい

座
ざ

で
す。星が十文字に並

なら

んでいる姿
すがた

が，ハクチョ
ウが飛

と

んでいるようすに例
たと

えられたもので
す。天の川の中を飛んでいるように見えます。

はくちょう座は，(15)をつくる星の一つ
である，1等

とう

星
せい

の (16)をふくみます。デネ
ブは (17)にかがやいています。

はくちょう座
ざ

★★★

はくちょう座

デネブ

こと座は，(18)に見られる星
せい

座
ざ

です。(19)

をつくる星の一つである，1等
とう

星
せい

の (20)をふく
みます。
ベガの明るさは 0等

とう

級
きゅう

で，夏の大三角をつく
るほかの星（アルタイル，デネブ）よりも明るく
見えます。ベガは (21)にかがやいています。

こと座
ざ

★★☆

こと座

ベガ

わし座は，(22)に見られる星
せい

座
ざ

です。(23)

をつくる星の一つである，1等星の (24)をふ
くみます。
アルタイルは (25)にかがやいています。

わし座
ざ

★★☆

わし座

アルタイル

こと座のベガとわし座のアルタイルは，天の川をはさんだ位
い

置
ち

にあり，中国ではベガは「織
しょく

女
じょ

星
せい

」，
アルタイルは「けん牛星」とよばれ，七

たなばた

夕伝
でん

説
せつ

のもとになりました。この伝説が日本にも伝
つた

わり，日
本では織女星は「織

おり

姫
ひめ

星
ぼし

」，けん牛星は「彦
ひこ

星
ぼし

」とよばれています。
＜七夕伝説＞
機
はた

織
お

りをしていた織姫と，牛の世
せ

話
わ

をしていた彦星は，とても働
はたら

き者
もの

でした。しかし，2人は結
けっ

こ
んすると楽しさのあまり遊

あそ

び暮
く

らすようになってしまいました。そのため，天の神
かみ

様
さま

がおこり，2人
を天の川の両

りょう

岸
ぎし

に引きはなし，1年に 1度
ど

七夕の夜にだけ会えるようにしたのです。

+プラスワン+プラスワン
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天
体

星
・
星
座

地
質

気
象

さそり座は，(26)に (27)に見られる星
せい

座
ざ

です。
1等

とう

星
せい

の (28)をふくみます。
アンタレスは (29)にかがやいており，「サソリ

の心
しん

臓
ぞう

」ともよばれます。

さそり座
ざ

★★★

さそり座

アンタレス

(30)の夜空高くに見える，(31)の 1

等
とう

星
せい

(32)，(33)の 1等星 (34)，(35)

の 1等星 (36)が形づくる三角形を，夏
の大三角といいます。

夏の大三角 ★★☆

デネブ
天の川

夏の大三角

わし座

はくちょう座

こと座

ベガ

アルタイル夏の夜空では，南の空から天
てん

頂
ちょう

近くを通り北の
空へ向

む

かう天の川が見られます。天の川はたくさ
んの星の集

あつ

まりで，白っぽく見えます。

+プラスワン+プラスワン

夏の大三角は，図が示
しめ

されてそれぞれの星の名前を答えさせたり，その星がふくまれる星
せい

座
ざ

の名前を答えさせたりする問
もん

題
だい

が非
ひ

常
じょう

によく出
しゅつ

題
だい

されるのだ。星の並
なら

び方
かた

，1等星の
名前をきちんと覚

おぼ

えておくのだぞ。
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天体　星・星座

天
体

星
・
星
座

地
質

気
象

オリオン座は (1)に見られる星
せい

座
ざ

です。(2)と
(3)の 2つの 1等

とう

星
せい

をふくみます。中心部
ぶ

分
ぶん

に
は星が (4)並

なら

んでおり，「オリオン座の三つ星」
とよばれます。
オリオン座が南の空に見えるとき，左上に見え
るのが (5)にかがやく (6)で，右下に見えるの
が (7)にかがやく (8)です。ベテルギウスは (9)

をつくる星の一つです。

オリオン座の動き

オリオン座の三つ星は，東の空からのぼるときには縦
たて

に並んでおり，西にしず
むときにはほぼ横

よこ

になります。

オリオン座の三つ星のうちミンタカとよばれる星は，ほぼ真
ま

東
ひがし

からのぼり，
ほぼ真

ま

西
にし

へしずみます。これは，春分の日や秋分の日の太
たい

陽
よう

の動
うご

きと同じです。
ミンタカが地

ち

平
へい

線
せん

より上にあるのは (10)です。ミンタカよりも北よりからのぼ
るベテルギウスが地平線より上にある時間はミンタカよりも (11)，南よりから
のぼるリゲルはミンタカよりも (12)なります。

オリオン座
ざ

★★★

リゲル

ベテルギウス

オリオン座

南

南中ベテルギウス

ミンタカ
リゲル

東 南東 南西 西

（注意）　本ドリルでは入試問題を掲載しておりません。

地球・宇宙図鑑ドリル問題07
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天
体

星
・
星
座

地
質

気
象

天
体

星
・
星
座

地
質

気
象

天体　星・星座

おおいぬ座は，(13)に見られる星
せい

座
ざ

です。(14)をつくる星の一つである 1

等
とう

星
せい

の (15)をふくみます。
シリウスは，全

ぜん

天
てん

で最
もっと

も明るい－
マイナス

1.5

等
とう

級
きゅう

の星で，(16)にかがやいています。

おおいぬ座
ざ

★★☆

シリウス

おおいぬ座

こいぬ座は，(17)に見られる星
せい

座
ざ

で
す。(18)をつくる星の一つである 1等

とう

星
せい

の (19)をふくみます。
プロキオンは，(20)にかがやいてい

ます。

こいぬ座
ざ

★★☆

こいぬ座

プロキオン

ふたご座は，(21)に見られる星
せい

座
ざ

です。
1等

とう

星
せい

の (22)と，2等星のカストルをふ
くみます。
ポルックスは，(23)にかがやいていま

す。

ふたご座
ざ

★☆☆

ふたご座

ポルックス
カストル

おうし座は，(24)に見られる星
せい

座
ざ

で
す。1等

とう

星
せい

の (25)をふくみます。
アルデバランは，(26)にかがやいて

います。

おうし座
ざ

★☆☆

おうし座

アルデバラン
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天
体

星
・
星
座

地
質

気
象

天体　星・星座

(27)の空に見える，(28)の 1等
とう

星
せい

(29)，
(30) の 1 等星 (31)，(32) の 1 等星 (33)

が形づくる三角形を，(34)といいます。ほぼ
正三角形をしています。

冬の大三角 ★★☆

シリウス

おおいぬ座

こいぬ座

オリオン座

リゲル

プロキオン
ベテルギウス

冬の大三角

真
ま

冬
ふゆ

の夜空には，多くの 1等星がかがやいています。
右のような，冬の大三角のベテルギウスを中心として，シリウスと
プロキオンをふくむ大きな六角形は冬の大六角，または冬のダイヤ
モンドなどとよばれます。

+プラスワン+プラスワン
ポルックス

シリウス

プ
ロ
キ
オ
ン

カペラ

リゲル

ア
ル
デ
バ
ラ
ン

ベテルギウス

夏の大三角，冬の大三角のほかにも，目立つ星で形づくられた図形があります。
春の大三角は，うしかい座のアルクトゥルス，おとめ座のスピカの 2つの 1等星と，しし座のデネ
ボラという 2等星からなります。秋の四

し

辺
へん

形
けい

は，ペガスス座の 3つの星と，アンドロメダ座の 1つ
の星からなります。

+プラスワン+プラスワン

アンドロメダ大星雲

アンドロ
メダ座

ペガスス座

秋の四辺形おとめ座

うしかい座 北斗七星
ほく と しちせい

ア
ル
ク
ト
ゥ
ル
ス

春の大三角
デネボラ

レグルス

しし座

スピカ

星座早見は，星空の動
うご

きや，見たい日時の星空のようすを手
て

軽
がる

に調
しら

べられる道
どう

具
ぐ

です。星
せい

座
ざ

早
はや

見
み

盤
ばん

ともよばれます。

星座早見のつくり

星座早見は，星
せい

座
ざ

板
ばん

の上に地
ち

平
へい

板
ばん

が重
かさ

なってできています。ふつう，2枚
まい

の板
いた

の
中心がとめられていて，回

かい

転
てん

するように
なっています。
北
きた

半
はん

球
きゅう

用
よう

の星座板の中心には (35)が
かかれており，まわりに北半球で観

かん

測
そく

でき
る星や星座がえがかれています。そして，
はしには時計回りに 1年間の月日が書か
れています。
地平板には，反

はん

時
と

計
けい

回
まわ

りに 24時
じ

制
せい

で時
じ

刻
こく

が書かれています。また，星座早見
は上を向

む

いて使うため，北を上に向けたとき，右に (36)，左に (37)と書いて
あります。

星座早見の使い方

ある日時の空のようすを知りたいとき，星座早見は次
つぎ

のように使
つか

います。　

星
せい

座
ざ

早
はや

見
み

1
1

月

10
月9月

8月

7
月

6
月

5月

4月 3月
2

月

1
月

1
2
月

12時

0時

1
8
時

6
時

11時

23
時

1
7
時

5
時

10時

22
時

1
6
時

4時

13時

1時

1
9
時

7
時

14
時

2時

2
0
時

8時

1
5

時

3時

2
1

時

9時

南

北星 座 早 見

西

東

星座板

月日
時刻北極星

地平板

　　 　　　2　　　　　　　 月

4 2 28 26 24 22 20 18 16 14 12 10 8 6 4 2 31 29 2

19時
20時

21時

※15日の場合は，14日と16日の間と時刻を
　合わせます。

ば あい

2月14日の20時に合わせたようす
1　星座板の月日と地平板の時刻を観
測時刻に合わせます。

2　観測したい方
ほう

位
い

を向き，地平板の
観測したい方位が (38)になるよう
にして星座早見を持

も

ちます。

東 西
北

南

北

北の空 東の空

東

北の空を見るとき 東の空を見るとき

★★☆

オリオン座には 1等星が 2つあるのだ。冬の大三角を形づくるのは，赤色をしたベテル
ギウスのほうだということをしっかり確

かく

にんしておくのだぞ。リゲルとまちがえないよう
に注
ちゅう

意
い

が必
ひつ

要
よう

なのだ。
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体

地
質

流
れ
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水
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き
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象

地質　流れる水のはたらき

流
りゅう

水
すい

のはたらき ★★★

水の流
なが

れには，地
じ

面
めん

のようすを変
か

えるはたらきがありま
す。流れる水には，(1)，(2)，(3)の 3つのはたらきがあ
り，それぞれのはたらきの大きさは，おもに水の (4)によっ
て決

き

まります。

小石（れき），砂，ねん土（どろ）を川の
中にしずめると，流れの速いところでは大き
なつぶのものも流されますが，流れがおそい
ところではつぶの大きいものは流されず小さ
いもののほうが流されやすくなっています。

水の流れる速さ

水の流れる速さは，(11)や (12)などによって変
か

わります。地面のかたむき
が急

きゅう

なほど流れが (13)，ゆるやかなほど流れが (14)なります。大雨などが
降
ふ

って流れる水の量が増
ふ

えると，流れは (15)なります。
また，水の流れる道すじによって，流れの速い部

ぶ

分
ぶん

が変わります。水がまっす
ぐ流れている部分では，流れの (16)が速く流れます。流れが曲

ま

がっているとこ
ろでは，(17)ほど速く流れます。

流れがまっすぐなところでは，川
かわ

底
ぞこ

は (18)なり，川底にある石は (19)なっ
ています。
流れが曲がっているところでは，川底は流れの速い外側ほど (20)，川底にあ

る石は (21)なっています。川
かわ

岸
ぎし

は，外側はけずられて (22)になっていること
が多く，内

うち

側
がわ

は流れがおそいので土
ど

砂
しゃ

がたい積し，(23)ができています。

大きな石 大きな石

速
いお

そ
い

お
そ
い

速
い

中
間
の
速
さ

お
そ
い

川原

深さ 浅い　　　　深い

石 小さい　　　大きい

深さ 浅い　　　　深い　　　　浅い
あさ

石 小さい　　　大きい　　　小さい

流れがまっすぐなところ

真
上
か
ら
見
た
よ
う
す

ま
う
え

だ
ん
め
ん
ず

断
面
図

流れが曲がっているところ

つぶの大きさ

しずめる。しずめる。

小

大ねん土
砂
小石

流れのおそいところ 流れの速いところ

川底と川岸のようす

作用 はたらき
流速

速
はや

い　　　　おそい

しん食作用 地面をけずるはたらき (5) (6)

運ぱん作用 けずりとった土や砂
すな

を運
はこ

ぶはたらき (7) (8)

たい積作用 運んできた土や砂を積
つ

もらせるはたらき  (9) (10)

地球・宇宙図鑑ドリル問題08

（注意）　本ドリルでは入試問題を掲載しておりません。

水の量が多くなることでも，流速が速くなって，しん食作用が大きくなるのだ。流れがまっ
すぐなところでは，みぞのはばが大きくなり，曲がっているところでは，曲がり方が大き
くなるのである。
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天
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地
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き
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地質　流れる水のはたらき

川 ★★★

山に雨が降
ふ

ると，雨水は地
じ

面
めん

にしみこんだり，低
ひく

いところに集
あつ

まって小さな流
なが

れとなったりします。小さな流れは，ほかの流れや地面にしみこんだ水といっし
ょになって，しだいに大きな川となり，(24)まで流れていきます。
川
かわ

底
ぞこ

のかたむきは，ふつう山の
上ほど (25)で，海に近

ちか

づくにつれ
(26)になっていきます。山を流れ，
かたむきが急な部

ぶ

分
ぶん

を (27)，海の
近くでかたむきがほとんどない部分
を (28)，間の部分を (29)といい
ます。

川の上流のようす

上流では，かたむきが急なため流
りゅう

速
そく

が (30)，(31)が大きくなっています。
そのため，山の斜

しゃ

面
めん

は深
ふか

くけずられています。水の量
りょう

はそれほど多くなく，川
はばは (32)のがふつうです。たい積

せき

作用はあまりないため，川原はできず，
両
りょう

岸
ぎし

には (33)が見られることが多くなっています。けずり取
と

られたばかりの，
(34)石が見られます。

川の中流のようす

山のふもとは平
へい

地
ち

になっていることが多く，川底のかたむきは (35)にな
り，流速は上流より (36)なります。また，ほかの山から流れてきた川が合

ごう

流
りゅう

し，水の量が増
ふ

えます。川
かわ

岸
ぎし

には石や砂
すな

がたい積した (37)が見られま
す。石は，流されるとちゅうで川底やほかの石とこすれあい，(38)，小さくな
っています。

川の下流のようす

海の近くになると，さらにたくさんの川と合流して水の量が (39)，川はばが
(40)なります。かたむきはとてもゆるやかになり，流速は中流よりも (41)な
ります。そのため，(42)が大きくなり，運

はこ

ばれてきた石や砂がどんどん積もって，
広い (43)ができます。石は，流されるとちゅうでさらに小さくなり，砂やねん
土（どろ）になっています。また，(44)が多くなっています。河口山 平地

河
口
か
ら
の
高
さ

か
こ
う

急

上流

中流 下流
ゆるやか

高
い

低
い

川のかたむきのようす

上流 中流 下流

川のかたむき　 急 ゆるやか

流速　　　　　 速い おそい

水の量　　　　 少ない 多い

川はば　　　　 せまい 広い
大きく，角
ばっている

小さく，丸み
をおびている

石の大きさ・形

岩 小石 砂やねん土

しん食作用　　 大きい 小さい

運
うん

ぱん作用　　 大きい 小さい

たい積作用　　 小さい 大きい

おもなはたらき しん食作用 運ぱん作用 たい積作用
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地質　流れる水のはたらき

V
ブイ

字
じ

谷
こく

★☆☆

V字谷は，川の (1)で見られる地形です。断
だん

面
めん

が「V」
のように見える深

ふか

い谷になっています。
川の上流ではかたむきが (2)で流

りゅう

速
そく

が (3)ため，
(4)が大きく，川

かわ

底
ぞこ

が深くけずられることによってで
きます。

三角州は，大きな川の (10)に見られる地
形です。デルタともいい，大きな (11)をし
ています。

河口では，川
かわ

底
ぞこ

のかたむきがほとんどなく，
流
りゅう

速
そく

が非
ひ

常
じょう

におそくなるため，(12)が非
常に大きくなります。すると，運

はこ

ばれてきた
砂
すな

やねん土がたい積し，三角形の土地ができ
ます。

三
さん

角
かく

州
す

★★☆

V字谷と似
に

たような地形に，U
ユー

字
じ

谷
こく

があります。U字谷は断面が「U」のように見える谷で，谷に
できた氷

ひょう

河
が

が地
じ

面
めん

をけずることによってできます。

+プラスワン+プラスワン

扇
せん

状
じょう

地
ち

★★☆

扇状地は，川が山の谷間から平
へい

地
ち

に出るとこ
ろにできる地形です。扇

おうぎ

形
がた

に広がっています。

平地に出るところでは，川のかたむきが急
きゅう

に (5)になるため流
りゅう

速
そく

が (6)なり，
(7)が大きくなります。すると，運

はこ

ばれてきた小石や砂
すな

がたい積し，(8)の地形
になります。
扇状地にたい積しているつぶは，比

ひ

較
かく

的
てき

大きいものが多いため，水がしみこん
で (9)となって流れていることも多く，扇状地が終

お

わる部
ぶ

分
ぶん

でわき出し，泉
いずみ

と
なることがあります。

扇状地

海
三角州

河口

三日月湖は，川のはたらきでできた，(13)をした 湖
みずうみ

です。

中
ちゅう

流
りゅう

や下
か

流
りゅう

の川が曲
ま

がっている部
ぶ

分
ぶん

では，外
そと

側
がわ

の川
かわ

岸
ぎし

が (14)，内
うち

側
がわ

には
(15)ため，川の曲がり方がどんどん大きくなっていきます。そこへ，大雨など
により洪

こう

水
ずい

が起
お

こると，川岸がくずれて新しくまっすぐな流
なが

れができることがあ
ります。すると，大きく曲がっていた部分が取

と

り残
のこ

され，三日月形の小さな 湖
みずうみ

になります。

三
み

日
か

月
づき

湖
こ

★☆☆

たい積たい積

たい積

しん食

こう水などが
あると……。

三日月湖

三日月湖のでき方

地球・宇宙図鑑ドリル問題09

三角州は，海水の流
なが

れでけずられるため，必
かなら

ずしも三角形になっているとは限
かぎ

らないの
である。

川の曲がり
方が大きく
なる。
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地質　流れる水のはたらき

洪
こう

水
ずい

★☆☆

日本は海の近くまで山があることが多く，かたむきが (16)で流
なが

れが (17)川
が多いです。そのため，台風などで大雨が降

ふ

ると川が増
ぞう

水
すい

してあふれ，洪水が起
お

こりやすくなっています。
洪水が起こると，田

た

畑
はた

や家，道
どう

路
ろ

などが水につかり大きなひ害
がい

が出ます。

洪水への備え

洪水を防
ふせ

ぐために，いろいろな対
たい

策
さく

が行われ
ています。
・堤

てい

防
ぼう

：川
かわ

岸
ぎし

に土手を作ったり，コンクリート
で固

かた

めたりして，川があふれないようにしま
す。

・ダム：降った雨水をためることで川の水の
量
りょう

を調
ちょう

節
せつ

し，洪水を防ぎます。
・地下調

ちょう

節
せつ

池
ち

：地下に作った調節池で，水の
量が増えたときに，地下に川の水を流して洪
水を防ぎます。

河岸段丘は，土地が (18)することによってできる地形です。平
たい

らな部
ぶ

分
ぶん

と，
かたむきが急

きゅう

ながけが階
かい

段
だん

のように交
こう

互
ご

に現
あらわ

れます。
川が流

なが

れているところに，たい積
せき

作用によって川原ができます。土地が隆起
すると，しん食作用が大きくなり，川底がけずられ，以

い

前
ぜん

よりも低
ひく

いところを川
が流れるようになります。すると，新しい川原ができ，以前の川原が平らな部分
（段

だん

丘
きゅう

面
めん

）として残
のこ

ります。

河
か

岸
がん

段
だん

丘
きゅう

★☆☆

日本は山地が多く平
へい

野
や

が少ないため，川
かわ

底
ぞこ

のかたむきが急な川が多くあります。世
せ

界
かい

の川と比
くら

べてみ
ると，そのちがいがよく分かります。

+プラスワン+プラスワン

河口からの距離〔km〕
か こう きょ り

標
高〔
m

〕

ひ
ょ
う
こ
う

0 200 400 600 800 1000
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800
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セーヌ川

コロラド川

富士川
ふ じ

メコン川メコン川

常願寺川常願寺川
じょうがん じ

木曽川木曽川
き そき そ 信濃川

しな の

最上川
も がみ

日本と世界の川のかたむき

段丘面

新しい川原

隆起

川原

河岸段丘のでき方

河岸段丘は，土地が隆起してできる
地形ですが，土地が沈

ちん

降
こう

してできる
地形もあります。リアス海岸（リア
ス式海岸）は，山が多いところが沈
降して海にしずむことでできた，複

ふく

雑
ざつ

な海岸線をもつ地形です。

+プラスワン+プラスワン

沈降

海 海

リアス海岸のでき方

堤防

ダム

川ではなく，海
かい

岸
がん

付
ふ

近
きん

の平らな土地が隆起し，海ぎわが波
なみ

によってしん食されることで階
かい

段
だん

状
じょう

になった「海
かい

岸
がん

段
だん

丘
きゅう

」という地形もあるのだ。
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地質　地層

地
ち

層
そう

★★★

川の流
なが

れなどによって運
はこ

ばれてきた土
ど

砂
しゃ

が，海
かい

底
てい

にたい積
せき

し，それが積
つ

み重
かさ

なって固
かた

まったもの
を (1)といいます。火山のふん火によって，(2)

が海底や陸
りく

上
じょう

にたい積することでできる地層も
あります。
地層は，土砂が上に積み重なってできるので，

ふつうは上にある層
そう

ほど (3)といえます。

流水のはたらきによってできる層

川の流れで運ばれてくるのは，おもに小石（れき），砂
すな

，ねん土（どろ）などです。
これらのつぶは，流れで運ばれてくる間に (4)います。また，これらのつぶは，
大きさによって水中をしずむ速

はや

さが異
こと

なります。

土砂が河口から流れこむとき，つぶが大きく重
おも

いものほど (5)にたい積し，
つぶが小さく軽

かる

いものほど (6)にたい積します。このように，しずむ速さがち
がうために，河口に近い順

じゅん

に小石→砂→ねん土とふり分けられてたい積します。

小石 砂

ねん土

海面

近い　　　　　　　　　遠い
浅い　　　　　　　　　深い
あさ ふか

河口

海
岸

小石 砂

近い　　　　　　　遠い
浅い　　　　　　　深い

河口
ね
ん
土

横から見たようす
よこ 上から見たようす

長い年月の間には，河口付
ふ

近
きん

の土地が変
へん

化
か

することもあります。海面に対
たい

して
土地が高くなることを (7)，土地が低

ひく

くなることを (8)といいます。

隆起すると，それまでねん土がたい積していた場
ば

所
しょ

は，河口に (9)ため，そ
れまでよりも (10)つぶがたい積するようになります。逆

ぎゃく

に，沈降すると，河
口から (11)ため，それまでよりも (12)つぶがたい積するようになります。こ
のように，たい積するつぶの種

しゅ

類
るい

が異なることで，地層がしまもように見えます。

海面
河口

小石
砂

ねん土

元の海面

元の河口

元の海面

海面

元の河口
河口

ねん土

砂

小石

隆起したとき 沈降したとき

火山のはたらきによってできる層

大きな火山がふん火すると，大
たい

量
りょう

の (13)がふき出されます。火山灰は非
ひ

常
じょう

に細かく，(14)ます。これが海底や陸上にたい積して (15)ができることがあ
ります。
火山灰は流水のはたらきを受

う

けていないので，つぶは (16)形をしています。
日本では，赤土である (17)や，白っぽい色をした (18)（鹿

か

児
ご

島
しま

県
けん

・宮
みや

崎
ざき

県
けん

）
などが火山灰の層です。

つぶの大きさ（直
ちょっ

径
けい

）しずむ速さ 底
そこ

にしずむまでに運ばれる距
きょ

離
り

小石
（れき） 大きい（2mm以上） 速い 短

みじか

い（河
か

口
こう

に近い）

砂 中間（0.06～ 2mm）

ねん土 小さい おそい 長い（河口から遠
とお

い）
※直径が 0.06mm以下のものをどろ（泥）といい，どろの中でもつぶの大きなものをシルト，
小さなものをねん土という。

日本の上空には，偏
へん

西
せい

風
ふう

（西から東に向
む

かう風）がふいているので，火山灰の層は，ふつう火山の
東
ひがし

側
がわ

が厚
あつ

くなります。

+プラスワン+プラスワン

地球・宇宙図鑑ドリル問題10

（注意）　本ドリルでは入試問題を掲載しておりません。

土地の変化のほか，川の流れの速さが変化することでも，たい積するつぶが変化すること
があるのだ。流

りゅう

速
そく

が速くなると，大きなつぶも河口からはなれた場所まで運ばれるので，
それまでよりも大きなつぶが，流速がおそくなると，より河口の近くにたい積するので，
それまでよりも小さなつぶがたい積するのである。



5858 5959

天
体

地
質

地
層

気
象

地質　地層

天
体

地
質

地
層

気
象

ボーリング ★★☆

地下のようすを知るために，地
じ

面
めん

に穴
あな

をほって長い棒
ぼう

状
じょう

に地
ち

層
そう

をほり出す作
さ

業
ぎょう

のことを (19)

といいます。また，ボーリングで
ほり出した土や岩石を (20)とい
います。

ボーリング試料などをもとに，地層のようすを柱
ちゅう

状
じょう

に
表
あらわ

したものを (21)といい，地表からどのくらいの深さ
にどんな地層があるかがわかります。

地
ち

層
そう

が，たい積
せき

した順
じゅん

序
じょ

のまま連
れん

続
ぞく

して積
つ

み重
かさ

なっ
ていることを，(22)といいます。整合の場合，それぞ
れの層

そう

はほぼ (23)に重なっています。

整
せい

合
ごう

★☆☆

地
ち

層
そう

の中で，たい積
せき

が連
れん

続
ぞく

していない部
ぶ

分
ぶん

が
ある場合，連続していない部分より上の地層と
下の地層との重

かさ

なり方
かた

を (24)といいます。ま
た，連続していない面

めん

を (25)といいます。
不整合面は，多くの場合 (26)があります。

不整合の地層は，土地が (27)したり (28)したりすることが原
げん

因
いん

でできます。

不
ふ

整
せい

合
ごう

★☆☆

地層

地表
ち ひょう ラベルには，

場所や日付，
深さ，土や
岩石の種類
が 記入 し
てある。

ボーリング試料ボーリングのようす

ふか

しゅるい

にゅうき

ば しょ ひ づけ

地
表
か
ら
の
深
さ

0m

5m

10m

表土
ひょう ど

ねん土
小石

火山灰

砂

砂岩
さ

すな

がん

か ざんばい

でい岩

柱状図の例
れい

ボーリングを行わなくても，切り通しや，自
し

然
ぜん

にで
きたがけなどで地層を観

かん

察
さつ

することができます。地
層の調

ちょう

査
さ

を行うときには，次
つぎ

のような準
じゅん

備
び

をして
いくとよいでしょう。
【服

ふく

装
そう

】ぼうし，長そでの服
ふく

，長ズボン，運
うん

動
どう

ぐつ
【持

も

ち物
もの

】記
き

録
ろく

用
よう

紙
し

，軍
ぐん

手
て

，虫
むし

眼
め

鏡
がね

，巻
まき

尺
じゃく

，スコッ
プ，ビニルぶくろ，油

ゆ

性
せい

ペン　など

+プラスワン+プラスワン

不整合の地層のでき方

海面 海面

①海底に地層がたい積。
かいてい

②隆起して陸上に現れる。
りくじょう あらわ

③陸上でしん食される。

④沈降して海底となる。 ⑤上部に地層がたい積。
　不整合面ができる。

じょう ぶ ふたた

⑥再び隆起して陸上に
　現れる。

不整合面

不整合面

海面
かいめん

整合

不整合



6060 6161

天
体

地
質

地
層

気
象

しゅう曲
きょく

★☆☆

地
ち

層
そう

に，横
よこ

から (29)が加
くわ

わり，地層が大きく
波
なみ

打
う

ったように曲
ま

がることがあります。これを
しゅう曲といいます。
しゅう曲した地層の一

いち

部
ぶ

を見ると，地層が
(30)いたり，地層の (31)していたりすること
があります。

地層の上下が逆転しているかどうかは，次
つぎ

のような場合に判
はん

断
だん

できます。
地層をつくっている 1つの層

そう

の中でも，つぶの大きさにちがいがあるこ
とがあり，ふつうはつぶの大きいものが速

はや

くしずみます。そのため，大き
なつぶが層の上にある場合，その層の上下は逆

ぎゃく

になっていると考えられ
ます。また，貝などがほった穴

あな

のあとが地層に残
のこ

っている場合，その穴が
上
うわ

向
む

きにのびていれば，その層の上下は逆になっていると考えられます。

+プラスワン+プラスワン
大きいつぶが上

穴が上向き

上
下
が
逆
転新

古

逆転した地層

断
だん

層
そう

★★★

一
いち

部
ぶ

分
ぶん

で切れてずれている地
ち

層
そう

のことを，断層といいます。断層は，横
よこ

から
(32)が加

くわ

わってできる (33)と，(34)が加わってできる (35)があります。

引
っ
ぱ
る
力

お
す
力

お
す
力

引
っ
ぱ
る
力

断層面の上側の地層
が落ちこむ。

うえがわ

お
断層面の上側の地層
がずり上がる。

断層面
だんそうめん

正断層 逆断層

今後も活
かつ

動
どう

する可
か

能
のう

性
せい

が高い断層を (36)といいます。活断層の付
ふ

近
きん

では，
(37)が起

お

こりやすくなっています。

断層をはさんで同じ高さの地層を比
くら

べたときに，断層の上側の地層が新しければ「正断層」，
古ければ「逆断層」なのだ。



6060 6161

地質　岩石

天
体

地
質

岩
石

気
象

地
ち

層
そう

が，長い年月の間に重
おも

みでおし固
かた

められてできた岩石を，(1)といいます。
たい積岩には，川の水によって運

はこ

ばれ
た土

ど

砂
しゃ

がたい積してできる，れき岩，砂
さ

岩
がん

，でい岩などや，生
い

き物
もの

の死
し

がいなど
がたい積してできる石

せっ

灰
かい

岩
がん

，火
か

山
ざん

灰
ばい

がた
い積してできるぎょう灰

かい

岩
がん

などがありま
す。
たい積岩の中から (2)が見つかることもあります。

たい積
せき

岩
がん

★★☆

上に積もったものの重みですき間が
うまったり，水分がおし出されたり
して，岩石になる。

つ

れき岩はたい積
せき

岩
がん

の一
いっ

種
しゅ

で，(3)の間に砂
すな

な
どが入りこんで固

かた

まった岩石です。丸い形の大
きなつぶがふくまれることから見分けることが
できます。小石がはがれやすく，もろい岩石で
す。

れき岩 ★★☆

砂岩はたい積
せき

岩
がん

の一
いっ

種
しゅ

で，(4)が固
かた

まった岩
石です。つぶの大きさはそろっていて，やわら
かく，けずりやすいものが多いです。

砂
さ

岩
がん

★★☆

地球・宇宙図鑑ドリル問題11



6262 6363

天
体

地
質

岩
石

気
象

地質　岩石

天
体

地
質

岩
石

気
象

でい岩 ★★☆

でい岩はたい積
せき

岩
がん

の一
いっ

種
しゅ

で，(5)が固
かた

まってで
きた岩石です。つぶは小さく，きめのこまかい岩
石です。そのため，水を通しにくく，(6)などは
でい岩の層

そう

の上にたまることがあります。

でい岩がさらに強くおし固められると，(7)と
なります。ねんばん岩は，習

しゅう

字
じ

のすずりなどの
材
ざい

料
りょう

になり，(8)性
せい

質
しつ

があります。

ぎょう灰
かい

岩
がん

★★☆

ぎょう灰岩は，火山のふん火によって陸
りく

上
じょう

や
海
かい

底
てい

に降
ふ

り積
つ

もった (9)がおし固
かた

められてでき
たものです。
流
なが

れる水のはたらきを受
う

けていないため，ふく
まれるつぶは (10)。小さな軽

かる

石
いし

などがふくまれ
る場合もあります。

石灰岩は，海水にふくまれる (11)や，炭酸
カルシウムをふくむ生

せい

物
ぶつ

の死
し

がいがたい積
せき

して
できます。白っぽい色をしており，非

ひ

常
じょう

にき
めが細かい岩石です。

炭酸カルシウムをふくむ生物には，サンゴやフズリナ，貝などがいます。これ
らの化石がふくまれることもあります。
石灰岩にうすい塩

えん

酸
さん

をかけると，とけて (12)を発
はっ

生
せい

します。

石
せっ

灰
かい

岩
がん

★★★

石灰岩でできた山や地下にできた洞
どう

窟
くつ

のことを「しょう乳
にゅう

洞
どう

」といいます。
しょう乳洞は雨水が少しずつ石灰岩をとかすことでできます。雨水は，空気中の二酸化炭素がとけこ
むために酸

さん

性
せい

になっており，この雨水が石灰岩地
ち

帯
たい

にしみこむと，少しずつ石灰岩をとかしていきま
す。そのようにして長い年月がたつと大きな穴

あな

ができます。

+プラスワン+プラスワン

石灰岩が地下深
ふか

くでマグマなどの熱
ねつ

により変
へん

性
せい

したもの
を，大理石といいます。
このように，マグマの熱や強い圧

あつ

力
りょく

によって性
せい

質
しつ

が変
か

わってできる岩石を「変
へん

成
せい

岩
がん

」といいます。

+プラスワン+プラスワン

ぎょう灰岩は，火山のはたらきによってできる岩石なのだが，たい積
せき

作用に注
ちゅう

目
もく

して，
ふつうはたい積岩の一

いっ

種
しゅ

とされるのだ。
大理石

ねんばん岩



6464 6565

天
体

地
質

化
石

気
象

地質　化石

天
体

地
質

化
石

気
象

化
か

石
せき

★★☆

地
ち

層
そう

ができるときに，(13)などがそのまま
地層の中に残

のこ

ることがあります。これらが長い
年月をかけて石のようになったものを化石とい
います。
多くはたい積

せき

岩
がん

の中から見つかります。化石
が見つかると，その地層ができた当時のようす
を知る手がかりになります。
化石には，当時の自

し

然
ぜん

環
かん

境
きょう

などがわかる (14)と，地層ができた時
じ

代
だい

がわか
る (15)があります。

示準化石は，地
ち

層
そう

ができた (21)を知る
手がかりになる化石です。示準化石となる
のは，(22)の化石です。
地球の歴史を大きく分けると，古いほう
から，(23) → (24) → (25) → (26) の
4つの時代に分けられています。これを，
地
ち

質
しつ

時
じ

代
だい

といいます。それぞれの時代にだ
け生きていた生物の化石が示準化石となります。

示
し

準
じゅん

化
か

石
せき

★★☆

示
し

相
そう

化
か

石
せき

★★☆

示相化石は，地
ち

層
そう

ができた当時の (16)を知
る手がかりになる化石です。示相化石となるの
は，(17)の化石です。

・サンゴの化石：(18)であったことがわかります。
・アサリ，ハマグリの化石：(19)であったことがわかります。
・シジミの化石：河

か

口
こう

付
ふ

近
きん

の淡
たん

水
すい

と海水が混
ま

ざったところ，または (20)で
あったことがわかります。

新生代先カンブリア時代 古生代 中生代

約 6億年前 約 2億 5000万年前 約 6500万年前

示準化石
化石は
あまりない。

(29)

(30)

(32)

(31)

(28)

(27)

（人類が登場した。）

時
代

やく おくねん

おもな示準化石

石
せき

炭
たん

や石
せき

油
ゆ

，天
てん

然
ねん

ガスなどは，大
おお

昔
むかし

の生物の死がいが，地層の重
おも

みや熱
ねつ

によって変
へん

化
か

してできたも
のです。そのため，これらの燃

ねん

料
りょう

は「化石燃料」とよばれます。

+プラスワン+プラスワン

サンゴの化石

ビカリアの化石化石をふくんだ地層

（注意）　本ドリルでは入試問題を掲載しておりません。



6666 6767

天
体

地
質

火
山
の
は
た
ら
き

気
象

地質　火山のはたらき

天
体

地
質

火
山
の
は
た
ら
き

気
象

火山 ★★★

(1)によって，(2)や (3)をふき上げる山を
火山といいます。火山には，現

げん

在
ざい

もふん火を続
つづ

けているものや，ふん火した記
き

録
ろく

がなくても，
山のつくりから火山だと判

はん

断
だん

できるものがあり
ます。
過
か

去
こ

1万年以
い

内
ない

にふん火したことがわかっ
ている火山や現

げん

在
ざい

活
かつ

動
どう

している火山を (4)と
いいます。

火山のつくり

地
ち

球
きゅう

内
ない

部
ぶ

のマントルの上
じょう

部
ぶ

では，ところど
ころに岩石が高

こう

温
おん

となってとけた (5)があり
ます。マグマが地

ち

表
ひょう

近くまでのぼってくると，
(6)ができます。

マグマにふくまれているガスの圧
あつ

力
りょく

が高くなると，マグマが岩石のすき間か
らふきでたり，まわりの岩石をふきとばしたりして (7)が起

お

こります。マグマ
の出口を (8)といいます。

火山がふん火した時に出てくるものを，(9)といい，次
つぎ

のようなものがありま
す。
・(10)：火口から流

なが

れ出たマグマや，マグマが冷
ひ

え固
かた

まったものです。
・ (11)：火山から出る気体です。大

だい

部
ぶ

分
ぶん

は水蒸気で，二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

や二酸化いお
うなどがふくまれます。
・ 火山さいせつ物

ぶつ

：火口からふき飛
と

ばされたよう岩の破
は

片
へん

などです。大きさや形
によって分けられ，(12)，火山れき，火

か

山
ざん

弾
だん

などがあります。火山灰は非
ひ

常
じょう

に細かいため，風に乗
の

って広
こう

はん囲
い

にたい積
せき

して (13)を作ることがあります。

岩石がどろどろにとけたものがマグマで，マグマが地上に出てくると，とけた状
じょう

態
たい

のも
のも，冷えて固まったものもよう岩とよぶのである。まぎらわしいので注

ちゅう

意
い

が必
ひつ

要
よう

なのだ。

マグマの成分と火山

マグマのおもな成
せい

分
ぶん

は (14)です。二酸化ケイ素の割
わり

合
あい

が多いほど，マグマの
(15)，(16)なり，冷えて固まったときには (17)なります。マグマのねばりけ
は，ふん火の仕

し

方
かた

や火山の形に大きくえいきょうします。

火山ふん出物
しゅつぶつ

火口

マグマだまり

火山の近くには，温
おん

泉
せん

が多くあります。これは，地下のマグマの熱
ねつ

によって地下水が熱
ねっ

せられ，地上
に出てきたものです。
また，マグマによって熱せられた水や水

すい

蒸
じょう

気
き

は，地
ち

熱
ねつ

発
はつ

電
でん

にも利
り

用
よう

されています。

+プラスワン+プラスワン

火山ふん出物

マグマのねばりけ 強い 弱い

火山の形

おわんをふせた
ような形

円すい形 平
ひら

たい形

ふん火のようす ばく発
はつ

的
てき

なふん火 おだやかなふん火

冷えたよう岩の色 白っぽい 黒っぽい

例
れい 有

う

珠
す

山
ざん

（昭
しょう

和
わ

新
しん

山
ざん

）

雲
うん

仙
ぜん

岳
だけ

（普
ふ

賢
げん

岳
だけ

）

富
ふ

士
じ

山
さん

桜
さくら

島
じま

マウナロア

（ハワイ）

マグマの成分と火山

火山のふん火

地球・宇宙図鑑ドリル問題12



6868 6969

天
体

地
質

火
山
の
は
た
ら
き

気
象

地質　火山のはたらき

天
体

地
質

火
山
の
は
た
ら
き

気
象

日本には多くの火山があります。

日本の火山

伊豆・
小笠原諸島

い ず

お がさわらしょとう

十勝岳
と かちだけ

北海道駒ケ岳
ほっかいどうこま がたけ

樽前山
たるまえさん

浅間山
あさ ま やま

さつ ま い おうじま

薩摩硫黄島
す わ の せ じま

諏訪之瀬島

伊豆鳥島
い ず とりしま

阿蘇山
あ そ さん

きりしまやま

霧島山

北海道

南西諸島

(18)

(21)

(22)

(23)

(19)

(20)

(27)が冷
ひ

え固
かた

まってできた岩石を火成岩といいます。火成岩は流
なが

れる水のは
たらきを受

う

けていないので，岩石をつくるつぶは (28)。
火成岩は，マグマの冷え固まり方によって，(29)と (30)の 2つに分けられ

ます。また，もとになったマグマの性
せい

質
しつ

によっても種
しゅ

類
るい

が分けられています。
火成岩をつくるつぶを鉱

こう

物
ぶつ

といい，無
む

色
しょく

鉱物の (31)，チョウ石や，有
ゆう

色
しょく

鉱
物（色のこいもの）のクロウンモ，カクセン石，キ石，カンラン石などがあります。

深成岩

深成岩は，マグマが (32)できた岩石です。(33)をしてい
ます。
ねばりけが強いマグマ ねばりけ

が弱いマグマ

　　　　　　白っぽい 黒っぽい

結晶

火
か

成
せい

岩
がん

★★☆
日本のおもな火山

特
とく

に活
かっ

発
ぱつ

に活動しているのは次のような火山です。
・有珠山（昭和新山）：畑

はたけ

がとつぜん盛
も

り上がってできた火山です。
・ (24)：1991年に大きなばく発をし，火さい流などのひ害

がい

が出ました。
・ (25)：日本一高い山です。江

え

戸
ど

時
じ

代
だい

にも大ふん火をしました。(26)には富士
山の火山灰もふくまれています。
・ 桜島：昔

むかし

は島
しま

でしたが，ばく発をくり返
かえ

し，現在では大
おお

隅
すみ

半
はん

島
とう

（鹿
か

児
ご

島
しま

県
けん

）
につながっています。
・伊豆大島（三原山）：島全

ぜん

体
たい

が火山で，たびたびふん火をくり返
かえ

しています。
・ 三宅島（雄山）：2000年にふん火し，有

ゆう

毒
どく

な火山ガス（二酸化いおう）が大
たい

量
りょう

にふん出
しゅつ

しました。

ふん火によって地
ち

表
ひょう

に流れ出たり，地表近くまでのぼって
きたりして (37)できた岩石です。(38)をしています。

ねばりけが強いマグマ ねばりけが弱いマグマ

　　　　　　白っぽい 黒っぽい

火山岩
石基

はん晶

(34) (35) (36)

(39) (40) (41)

（注意）　本ドリルでは入試問題を掲載しておりません。



7070 7171

天
体

地
質

地
震

気
象

地質　地震

天
体

地
質

地
震

気
象

地震は，地下の岩石に大きな力がはたらき，岩石が破
は

かいされることで起
お

こり
ます。日

に

本
ほん

付
ふ

近
きん

で起こる大きな地震は，おもにプレートの境
さかい

目
め

で起こっています。

地震の起こる場所

日本付近で地震が多く発生するのは，東海地方から関
かん

東
とう

，東北，北海道の (1)

です。地震は地下の活
かつ

動
どう

が盛
さか

んなところに多いため，地震の多い場
ば

所
しょ

は (2)が
多くある場所でもあります。

伊
豆
小
笠
原
海
こ
う

海

千
島

海
島

南
西
諸

日
本
海

こ

こ

こ

う

う

う

伊
豆
小
笠
原
海

海
千島

海
島

南西
諸

日
本
海

こ

こ

ここ

う

う

うう
プレート
の境目

地震の起こる場所と火山の分布
：地震の起こった場所 ：火山

ぶん ぷ

い

ち
し
ま

な
ん

せ
い

し
ょ

と
う

ず

お

が
さ
わ
ら

地震が起こる深
ふか

さは，太平洋側で浅
あさ

く，
日
に

本
ほん

海
かい

側
がわ

へいくほど深いものが多くなっ
ています。

地下で地震が起こった場所を (3)

といい，震源の真
ま

上
うえ

の地
ち

表
ひょう

の地点
を (4)といいます。また，震源か
ら震央までの距

きょ

離
り

を (5)といいま
す。
地震を観

かん

測
そく

した地点から震源ま
での距離を (6)，震央までの距離を
(7)といいます。

地震によるゆれの程
てい

度
ど

を (8)といい，0～ 7（5と 6は弱と強の 2段
だん

階
かい

）の
10段階があります。震度は，同じ地震でも観測する地点によってちがう値

あたい

に
なります。
地震の規

き

模
ぼ

（エネルギーの大きさ）は，(9)で表
あらわ

されます。マグニチュード
が 1大きくなると，エネルギーは (10)になります。マグニチュードの値は，1

つの地震に対
たい

して 1つです。

地震計

地震のゆれは，地
じ

震
しん

計
けい

を使
つか

って記
き

録
ろく

します。
地震によって地震計全

ぜん

体
たい

がゆれますが，おも
りとおもりにつけた針

はり

は (11)ため，記録でき
ます。
上下のゆれを記録するものと，左右のゆれ

を記録するもの（東西方
ほう

向
こう

，南北方向の 2つ）
を合わせて使います。

震央

震源

観測地点
（地震を観測
した地点）

（地震が起こった場所）

震源距離

震央距離

震源の深さ

地表震央

震源

観測地点
（地震を観測
した地点）

（地震が起こった場所）

震源距離

震央距離

震源の深さ

地表

おもりと針は
ほとんどゆれない。 おもり

ゆれ

台は地面とと
もにゆれる。

じ めん

地震計の原理

地
じ

震
しん

★★★
地震の原因

震源の深さ
しんげん

太平洋日本海

浅い

深い

地震の表し方

日本付近の地震の起き方

大陸プレート
①海洋プレートが大陸プレー
　トの下にもぐりこむ。

②大陸プレートが引きず
　られてひずみができる。

③ひずみがもとにもどるとき
　にまわりの岩石が破かいさ
　れ地震が発生する。

海洋プレート

海
もとにもどる。ひずみができる。

もぐりこむ。もぐりこむ。

はっせい

たい りく かい よう

地球・宇宙図鑑ドリル問題13
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天
体

地
質

地
震

気
象

地質　地震

天
体

地
質

地
震

気
象

震
しん

源
げん

で発
はっ

生
せい

したゆれは，波
なみ

としてす
べての方

ほう

向
こう

に伝
つた

わります。地
じ

震
しん

によっ
て発生する波のことを，地震波といい
ます。地震波には，伝わるのが速

はや

い
(12)と，少しおくれて伝わる (13)

の 2種
しゅ

類
るい

があります。
地震波がとう達

たつ

した地点では，ゆれが始
はじ

まります。P波によって最
さい

初
しょ

に起
お

こる
(14)ゆれを (15)，その後S波によって起こる (16)ゆれを (17)といいます。

地
じ

震
しん

波
は

★★☆

初期微動 主要動

Ｐ波とう着 Ｓ波とう着

地震計の記録から見た地震のゆれ
き ろく

初期微動が始まってから主要動が始まるまでの時間を (18)といいます。初期
微動けい続時間は，(19)して長くなります。

0

震
源
距
離
〔
　

〕
km

Ｓ波Ｐ波

時刻震源で地震が発生した時刻
じ こく

初期微動けい続時間

震源距離が長い
ほど，初期微動
けい続時間は長
くなる。

ふつう震源距離
が長いほど，ゆ
れは小さくなる。

緊
きん

急
きゅう

地
じ

震
しん

速
そく

報
ほう

は，地震が発生した直後に，震源に近い観
かん

測
そく

地
ち

点
てん

のデータを解
かい

せきして震源やマグニ
チュードを推

すい

定
てい

し，各
かく

地
ち

での主要動のとう達時刻や震度を予
よ

測
そく

し，知らせるものです。
震源からはなれた地点では，主要動が始まるまでに十秒～数十秒の時間があるところもありますが，
震源の近くではＰ波とＳ波のとう達時刻の差

さ

が小さいため，速報が間に合わない場合もあります。

+プラスワン+プラスワン

海
かい

底
てい

で大きな地
じ

震
しん

が発
はっ

生
せい

すると，(20)の
動
うご

きによって，海底が隆
りゅう

起
き

もしくは沈
ちん

降
こう

し
ます。この海底の動きによって海

かい

面
めん

も動き，
大きな波

なみ

となって伝
つた

わっていくのが (21)で
す。
津波が伝わる速

はや

さは非
ひ

常
じょう

に速く，また，
水
すい

深
しん

の深
ふか

いところほど速く伝わります。その
ため，陸

りく

地
ち

に近づき水深が浅
あさ

くなると，進み
方がおそくなり，次

つぎ

々
つぎ

と後ろから来る波が追
お

いついて，大きな波になります。

津
つ

波
なみ

★★☆

津波がとう達
たっ

したときの高さは，地形とも関
かん

係
けい

しています。おくに行くほどせばまった湾
わん

などでは，
波が集

あつ

まっていくために高くなります。

+プラスワン+プラスワン

液状化現象は，(22)などのゆれによって，地下水の多い砂
すな

地
ち

などで，地
じ

面
めん

が
急
きゅう

に液
えき

体
たい

のようになる現
げん

象
しょう

です。液状化ともいいます。
三
さん

角
かく

州
す

や (23)などで起
お

こりやすく，建
たて

物
もの

がしずんだり，下
げ

水
すい

管
かん

がうき上がっ
たりすることがあります。

液
えき

状
じょう

化
か

現
げん

象
しょう

★☆☆

初期微動けい続時間

津波のひ害
がい

液状化現象のしくみ

下水管

砂などの
つぶ

土
地
の
よ
う
す砂のつぶがおたがいに
くっついている。

水

建物

じょうたい
砂のつぶどうしがはなれて
水にういている状態になる。

地震などで土地がゆさぶられる。

砂のつぶがしずんで
地面に水が出てくる。

P波は 6～8km／秒
びょう

，S波は 3～5km／秒で伝わるのだ。入
にゅう

試
し

問
もん

題
だい

では，表
ひょう

やグラ
フからP波とS波の伝わる速さを求

もと

めさせる問題がよく出るので，大体の数字をわかっ
ておくと，計

けい

算
さん

結
けっ

果
か

が大きくまちがっていないかどうか判
はん

断
だん

できるのである。
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天
体

地
質

気
象

気
象
観
測

7777

天
体

地
質

気
象

気
象
観
測

気象　気象観測

気
き

温
おん

★★★

空気の温
おん

度
ど

は，条
じょう

件
けん

によって変
か

わるため，次
つぎ

のような条件ではかった空気の温度のことを気温
といいます。

・地
じ

面
めん

から (1)の高さ。
・(2)。
・(3)。

気温は温
おん

度
ど

計
けい

ではかります。温度計の目
め

盛
も

りは，
液
えき

面
めん

を (4)読
よ

み取
と

ります。

天気によって，1日の気温の変
へん

化
か

に特
とく

ちょうがあります。
【晴れの日】

(5)が最
さい

低
てい

，(6)が最
さい

高
こう

になります。昼
ひる

は太
たい

陽
よう

光
こう

が地面にたくさん届
とど

くので気
温はよく上がり，夜は熱

ねつ

がたくさん宇
う

宙
ちゅう

ににげるので気温がよく下がり，最高
気温と最低気温の (7)なります。
【くもりの日】
昼は (8)ため気温が上がりにくく，夜は (9)ので，最高気温と最低気温の差

が晴れの日よりも小さくなります。
【雨の日】
くもりの日よりも雲が厚

あつ

くなる
ので，最高気温と最低気温の差が
(10)なります。

地
ち

表
ひょう

面
めん

や地中の温
おん

度
ど

を (11)といい
ます。
地温は，地

じ

面
めん

を少しほって温度をはか
りたい位

い

置
ち

に温度計の球
きゅう

部
ぶ

を置
お

いて上
から土をかぶせ，(12)ようにおおいを
してはかります。

地面は，(13)が当たることによって
あたためられます。そして，あたためら
れた地面の熱

ねつ

によって，(14)があたた
められます。

(15)が変
か

わるのにともない，地面が
太陽から受

う

け取
と

る熱
ねつ

量
りょう

と，地面が空気
にあたえる熱量（地面から失

うしな

われる熱
量）も変

へん

化
か

します。地面が太陽から受け
取る熱量よりも，地面から失われる熱量が小さいと，地温が上がります。

(16)に，地面が太陽から受け取る熱量が最
さい

大
だい

になります。その後しばらくは
地温は上がり，(17)に最

さい

高
こう

になります。

地中深
ふか

くなると，太陽から届
とど

く熱量が減
へ

るため，地表面に
比
くら

べて温度は低
ひく

くなります。
地下 50cmより深くなると，
温度は 1日中ほとんど変化
しません。

+プラスワン+プラスワン

1日の気温の変化

1日の地温の変化

地
ち

温
おん

★★☆

気温を測
そく

定
てい

する条件は，しっかり覚
おぼ

えておくのだぞ。直射日光が当たらないようにするの
は，温度計が太陽の熱で直

ちょく

接
せつ

あたためられるのを防
ふせ

ぐためなのだ。

おおいをする。
（直射日光が
当たらない
ように）

1.2～1.5m

時刻〔時〕
じ こく

0

10

20

4 1412

気
温〔
℃
〕 くもりの日

雨の日

晴れの日

最低気温 最高気温

温
度〔
℃
〕

太
陽
高
度〔
度
〕

日の出
日の入り

最低気温

最低地温

地温

気温

太陽高度
南中
最高地温
最高気温

日の出
日の入り

0 0

10

20

30

40

50

60

70

2 4 5 6 8 10 121314 16 18 20 22 24

5

10

15

20

25

30

35

最低気温

最低地温

さいてい

地温

気温

太陽高度
南中
最高地温
最高気温

時刻〔時〕
じこく

太陽高度・地温・気温の変化

地面

太陽高度が
高くなる。同じ熱量
同じ面積の地
面が受け取る
太陽の熱量が
大きくなる。

めんせき

おおいをする。

土をかぶせる。

球部

地表面のはかり方

地球・宇宙図鑑ドリル問題14

太陽高度・地温・気温のグラフは，それぞれ何を示
しめ

しているかを答えさせる問
もん

題
だい

がよく出
るのである。また，太陽高度が高くなる夏のほうが，より地面があたためられやすいこと
も注
ちゅう

意
い

しておくのだ。
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体
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質
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天
体

地
質

気
象

気
象
観
測

気象　気象観測

湿
しつ

度
ど

★★★

1m
3中の空気中にふくまれている水

すい

蒸
じょう

気
き

の 量
りょう

が，
そのときの気

き

温
おん

における (18)（1m
3中の空気中にふく

むことのできる水蒸気の限
げん

度
ど

の量）の何%に当たるか
を表

あらわ

したものを湿度といいます。

湿度（%）＝
空気 1m

3中にふくまれる水蒸気量（g）
× 100

その気温での飽和水蒸気量（g）

湿度は，(19)を使
つか

ってはかります。

晴れた日の湿度は，(20)に高く，(21)に低
ひく

くなります。つまり，1日の気
温の変化と (22)になります。
雨の日の湿度は，1日中 (23)なります。

百葉箱は，各
かく

地
ち

の空気の温
おん

度
ど

などを (24)して比
くら

べるため
に作られました。

百葉箱には次
つぎ

のような特
とく

ちょうがあります。

・百葉箱内の温度が高くなるのを防
ふせ

ぐため
に，外

そと

側
がわ

と内
うち

側
がわ

を (25)にぬって，日光を
反
はん

射
しゃ

しやすくしてある。
・風通しをよくし，直

ちょく

射
しゃ

日
にっ

光
こう

や雨が入らない
よう，すき間のある (26)になっている。
・とびらを開

あ

けたときに直射日光が入らない
よう，とびらが (27)になっている。

・地
じ

面
めん

の熱
ねつ

のえいきょうを直
ちょく

接
せつ

受
う

けないよ
う，温度計は (28)の高さに取

と

り付
つ

けてあ
る。
・風通しをよくし，地面からの太陽の熱の反
射を防ぐため，(29)の上に建

た

てる。

百葉箱の中には，次のようなものが入っています。
・自

じ

記
き

温
おん

度
ど

計
けい

：気温を自
じ

動
どう

的
てき

に連
れん

続
ぞく

してはかることができる。
・最

さい

高
こう

温度計：1日のうちでいちばん高い温度を記
き

録
ろく

する。
・最
さい

低
てい

温度計：1日のうちでいちばん低い温度を記録する。
・乾

かん

湿
しつ

計
けい

（乾
かん

湿
しつ

球
きゅう

湿
しつ

度
ど

計
けい

）：湿
しつ

度
ど

をはかる。

1日の湿度の変化

百
ひゃく

葉
よう

箱
ばこ

★★☆

湿度表

乾球
（℃）

乾球温度計と湿球温度計の示度の差
0.0

100

100

100

0.5 1.0 1.5 2.0 2.5 3.0 3.5 4.0 4.5

96 92 89 85 82

92 89 85 81

92 88 85 81

92 88 84 81

92 88 84 80

92 88 84 80

91 87 83 79

91 87 83 79

91 87 82 78

91 86 82 77
89 84 79 74

89 84 79 73

78 75 72 68

96

96

100 96

100 96

100 96

100 96

100 96

100 95

100 95
100 95

100 94

78 74 71 68

77 74 70 67

77 73 70 66

76 73 69 65

76 72 68 65

75 71 68 64

75 71 67 63

74 70 66 62

73 69 65 61
69 64 59 55

68 63 58 53

30

29

28

27

26

25

24

23

22

21
16

15

乾球が24℃，湿球が21℃の
とき，湿度は75％

湿度の変化と天気のようす

湿
度〔
%
〕

気
温〔
℃
〕

0 5

15

25

20

40

60

80

100

0時 12 0 12 0 12 0

湿度 気温
湿度は1日中高い。

晴れ くもり 雨

白色
とびらが
北向き

しばふしばふ

よろい戸

日光

1.2～1.5m

直射日光や
雨が入らない。

風通し
がよい。

よ
ろ
い
戸

自記温度計 自記温度計の記録の例
れい

5月21日 5月22日 5月23日

20
30

10

40

0

50

-20
-10

湿度をはかるための乾湿計は，温度計を 2本使ってい
ます。1つはそのまま使う温度計で乾

かん

球
きゅう

（乾球温度計），
もう1つは水でしめらせた布（ガーゼ）を巻

ま

いた湿
しっ

球
きゅう

（湿
球温度計）といいます。湿球は，湿度が低いほどガーゼ
から水が多く蒸

じょう

発
はつ

して熱
ねつ

がうばわれるため，乾球より
も低い温度を示

しめ

します。したがって，湿度が低いほど乾
球と湿球の示す温度（示

し

度
ど

）の差
さ

が大きくなります。
右の表

ひょう

のような湿度表を使い，乾球の示す温度と，乾
球と湿球の示度の差から，湿度を求

もと

めることができます。

+プラスワン+プラスワン

しめらせた布
ぬの

水
を
入
れ
た
容
器
よ
う
き

乾湿計

自記温度計の記録から，その日の天気を答えさせる問
もん

題
だい

がよく出るのだ。1日の気温の変
へん

化
か

と天気の関
かん

係
けい

は，76ページの「気温」を読んで確
かく

にんするとよいのである。

飽和水蒸気量は，気温が高いほど多く，気温が低いほど少なくなるのだ。だから，空気中
の水蒸気の量が一定でも，気温の高い昼間は湿度が低く，気温の低い夜は湿度が高くなる
のである。
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気象　気象観測

雨
う

量
りょう

★☆☆

一
いっ

定
てい

の時間に降
ふ

った雨が流
なが

れずにすべてたまるとどれだけの (30)になるのか
を表
あらわ

したものを雨量といいます。単
たん

位
い

は (31)です。

雨量は (32)を使
つか

ってはかります。雨量計で
は，直

ちょっ

径
けい

20cmの円の大きさの地
じ

面
めん

に降る雨
が，貯

ちょ

水
すい

びんにたまります。たまった水を (33)

に入れかえ，読
よ

み取
と

った目
め

盛
も

りを雨量とします。

雨と雪をまとめてあつかう場合には，(34)といいます。雪やひょうやあられ
などが降った場合は，それらをとかして水としてはかります。

アメダスなどの雨量計では，自
じ

動
どう

で雨量をはかるために，次
つぎ

の
ようなしくみになっているものもあります。
まず，直径 20cmの円を通った雨水が，転

てん

倒
とう

ますに入ります。
転倒ますは水を受

う

ける部
ぶ

分
ぶん

が 2か所に分けてあり，片
かた

方
ほう

に一
いっ

定
てい

量
りょう

の水がたまると，かたむいて排
はい

水
すい

され，今
こん

度
ど

はもう片方
のますに水がたまっていきます。転倒ますがかたむくごとに，
電
でん

気
き

信
しん

号
ごう

が発
はっ

生
せい

するようになっているので，一定時間に何回か
たむいたかを知ることで，雨量の観

かん

測
そく

ができます。
このような雨量計を，「転

てん

倒
とう

ます型
がた

雨量計」といいます。

+プラスワン+プラスワン

1mm（＝ 0.1cm）の雨が降ると，
貯水びんには 10（cm）× 10（cm）
×3.14×0.1（cm）＝31.4（cm

3）
の水がたまります。

+プラスワン+プラスワン

ろうと
雨

バケツ

貯水びん

バケツ

貯水びん

地上
地中地中

20cm

雨量計
雨量ます

雨量がその
ままmm単位
で読める。

転倒ます型雨量計

転倒ます
：中が2つに
　仕切られて
　いる。

し き

アメダスは，(35)のことです。降
こう

水
すい

量
りょう

・
風
ふう

向
こう

・風
ふう

速
そく

・気
き

温
おん

・日
にっ

照
しょう

時
じ

間
かん

などの観測を
自
じ

動
どう

的
てき

に行っています。
観
かん

測
そく

所
じょ

は，日本全
ぜん

国
こく

に (36)設
せっ

置
ち

されてお
り，観測したデータを気

き

象
しょう

庁
ちょう

などに送
おく

って
います。気象庁や各

かく

地
ち

の気
き

象
しょう

台
だい

では，アメ
ダスのデータをもとにして (37)を作

さく

成
せい

して
います。

アメダス ★★☆

気
き

象
しょう

観
かん

測
そく

用の人
じん

工
こう

衛
えい

星
せい

のことを (38)と
いいます。赤道の約

やく

36000km上空で，地
ち

球
きゅう

の自
じ

転
てん

に合わせて同じ向
む

きに回っている
ため，いつも同じはん囲

い

を観測することがで
きます。
日本の気象衛星には「(39)」という名前

がつけられています。

気象衛星から観測された画
が

像
ぞう

は，気象衛星画像や
(40)などとよばれ，天気の予

よ

想
そう

などに役
やく

立
だ

っていま
す。

気
き

象
しょう

衛
えい

星
せい

★☆☆

3

6

0

0

0

k

m

 せ  かい

世界の気象衛星

日照計
一部の観測所
のみ設置

雨量計

積雪計

温度計

風向風速計

データ
変かん装置

そうへん

おん ど けい

せき

いち ぶ

せつ けい

う りょうけい

ち

　　　　　　　　　　　　　き　き

アメダスの観測機器

気象衛星画像
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気
き

圧
あつ

（大
たい

気
き

圧
あつ

） ★★☆

地
ち

球
きゅう

をとりまく (1)（おす力）を気圧（大気圧）といいます。
海
かい

面
めん

上の平
へい

均
きん

的
てき

な気圧が 1気圧で，これは (2)の重さがかかっている状
じょう

態
たい

で
す。気圧の単

たん

位
い

には (3)が用いられ，1気圧＝ 1013hPaです。

気圧は，基
き

本
ほん

的
てき

には
ある地点よりも上にあ
る (4)で決

き

まるため，
高
こう

度
ど

の低
ひく

い地点より
も，高い山など高度の
高い地点のほうが気圧
が (5)なります。

気圧は，場
ば

所
しょ

や時間によって変
か

わります。気圧がまわりよりも高いところを
(6)，まわりよりも低いところを (7)といいます。高気圧の中心付

ふ

近
きん

には (8)が
生じ，低気圧の中心付近には (9)が生じます。このような空気の動

うご

きを対
たい

流
りゅう

と
いい，(10)が生じる原

げん

因
いん

となります。

気圧が同じ地点を結
むす

んだ線を，(11)といいます。

地
ち

球
きゅう

上の (12)のことを風といいます。

風には (13)・(14)・(15)などの要
よう

素
そ

があります。
風のふいてくる方

ほう

向
こう

を (16)といい，
(17)ではかります。風向は (18)で表

あらわ

し
ます。また，空気が 1 秒

びょう

間
かん

に何m移
い

動
どう

す
るかを (19)といい，(20)ではかります。
風向や風速はたえず変

へん

化
か

しているので，
計
けい

測
そく

時
じ

刻
こく

前の (21)で表します。
風がものにあたえる力を (22)といいま
す。風力は，風速に応

おう

じて 0から 12ま
での 13階

かい

級
きゅう

に分けて表します。

地上付
ふ

近
きん

では，風は (23)に向
む

かってふきます。
このとき，北

きた

半
はん

球
きゅう

では高気圧からは (24)に風がふ
き出し，低気圧には (25)に風がふきこみます。このよ
うに空気の動

うご

きがうずになるのは，地球が自
じ

転
てん

しており，
地球の上にのっているものに力がはたらくからです。

風 ★★☆

風の表し方

地上付近の風

気圧が高い。山

海

大
気
の
圧
力

大気

高度が高い

高度 0m

【トリチェリーの実験】
じっけん

760
mm

真空水銀
しんくうすいぎん

=

す
い
ぎ
ん
ち
ゅ
う

水
銀
柱
の
圧
力

大
気
の
圧
力

1気圧＝水銀柱760mm

気圧が低い。

下降気流
上昇気流

高気圧

高高

低気圧

低低

上空の風

地上付近の風

風向風速計（風車型風向風速計）

どう体

プロペラ

どう体の向き　風向
プロペラの1秒あたり
の回転数　風速

風速計（風はい型風速計）
がた

かいてんすう

風はい

風はいの1秒あたりの
回転数　風速

高

低

時計回り

反時計回り

高気圧

低気圧

気圧は，トリチェリーという科
か

学
がく

者
しゃ

によって測
そく

定
てい

されました。水銀柱を使
つか

った実験が有
ゆう

名
めい

です。

+プラスワン+プラスワン

地球・宇宙図鑑ドリル問題15

南
みなみ

半
はん

球
きゅう

では，北半球とは風の回り方が反
はん

対
たい

になるので注
ちゅう

意
い

が必
ひつ

要
よう

なのだ。高気圧から
は反時計回りに風がふき出し，低気圧へは時計回りに風がふきこむのである。



8484 8585

天
体

地
質

気
象

天
気

海
かい

陸
りく

風
ふう

★★☆

海
かい

岸
がん

付
ふ

近
きん

では陸
りく

と海の (26)によって風が
生じます。
昼間，陸のほうが海よりも (27)ので，陸

りく

上
じょう

の空気があたためられて 上
じょう

昇
しょう

します。
そこへ，まだあたたまっていない海上の空気
が移

い

動
どう

するので，(28)に向
む

かって風がふき
ます。これを (29)といいます。
夜間は，陸のほうが海よりも冷

さ

めやすいの
で，陸上の空気が冷

ひ

やされ下
か

降
こう

します。そこ
で，下降した空気が海のほうへ移動するので，
(30)に向かって風がふきます。これを (31)

といいます。
朝と夕方に，陸上と海上の空気の温度が同じになり，一

いち

時
じ

的
てき

に風がやむときが
あります。これを (32)といい，朝のなぎを (33)，夕方のなぎを (34)といいま
す。

季
き

節
せつ

風
ふう

★☆☆

日本付
ふ

近
きん

で，夏と冬で反
はん

対
たい

向
む

きにふく風のことを (35)といいます。
夏は，大

たい

陸
りく

のほうが太
たい

平
へい

洋
よう

よりもあたたまりやすいので，大陸上の空気があた
ためられて上

じょう

昇
しょう

し，低
てい

気
き

圧
あつ

ができます。そこへ，高
こう

気
き

圧
あつ

となった太平洋上の空
気が移

い

動
どう

するため，(36)がふきます。
冬は，大陸のほうが太平洋よりも冷

ひ

えこむため，太平洋のほうがあたたかくな
り，海上に低気圧ができます。そこへ，高気圧となった大陸上の空気が移動する
ため，(37)がふきます。

たくさん
水蒸気を
ふくむ。

すいじょうき

大
　

陸

太
平
洋

低
南東の季節風夏 あたたまる。

太
平洋

低北西の季節風

大
　

陸

高
冷える。冬

高

海風：
海から陸へ
ふく風あたたかい

空気
陸 海

冷たい
空気

昼

陸風：
陸から海へ
ふく風 あたたかい

空気
陸 海

冷たい
空気

夜
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気象　天気

天
体

地
質

気
象

天
気

天気は，気
き

温
おん

や湿
しつ

度
ど

，風，雲の量
りょう

，雨，雪などの気
き

象
しょう

に関
かん

係
けい

する要
よう

素
そ

を総
そう

合
ごう

した大気の状
じょう

態
たい

のことです。

空全
ぜん

体
たい

に対
たい

して雲がしめる面
めん

積
せき

の割
わり

合
あい

を (1)といい，空全体を 10としたと
きの雲量によって，天気は次

つぎ

のように決
き

められます。

また，雲量にかかわらず，雨が降
ふ

った場合は雨，雪が降った場合は雪，となり
ます。

日本の上空では 1年中，(5)という風が (6)へふいています。そのため，日
本付

ふ

近
きん

の天気は，(7)へと移
うつ

り変
か

わります。

天気 ★★☆

雲量

天気の変化

空の
ようす

雲量 0 雲量 1 雲量 4 雲量 8 雲量 9 雲量 10

雲量

天気

(2)

快晴
かいせい

(3)

晴れ

(4)

くもり
ぶんるい

※雲量が0～8を「晴れ」と分類することもあります。

ある日の画
が

像
ぞう

次の日の画像 2日後の画像

地球・宇宙図鑑ドリル問題16
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天
体

地
質

気
象

天
気

雲 ★★★

雲は，空気中の (8)が集
あつ

まって (9)や (10)になっ
てうかんだものです。
空気の (11)ことで，空気中にふくみきれなく

なった水蒸気が水滴（氷）にかわります。

気
き

圧
あつ

は，高
こう

度
ど

が 100m上がるごとに，約
やく

10hPa低
ひく

くなります。
気圧が低くなると温度が下がります。雲
がない 状

じょう

態
たい

では，高度が 100m上がるご
とに (12)します。ある程

てい

度
ど

温度が下がり雲
が発

はっ

生
せい

すると，高度が 100m上がるごとに
(13)します。

雲ができやすいのは，(14)が生じやすいときです。

気圧・温度との関係

雲の発生

高度が100m上が
るごとに
気圧：約10hPa低下
温度：0.5℃低下

100m

100m

100m

100m

上
昇

上
昇

上
昇

上
昇

じ
ょ
う
し
ょ
う

じ
ょ
う
し
ょ
う

空
気
の
か
た
ま
り

雲

雲ができ始めると
はじ

ち ひょう

高度が100m上が
るごとに
気圧：約10hPa低下
温度：1℃低下

雲ができていないと

地表

太
陽
光

た
い
よ
う
こ
う

暖気

上
昇
気
流

1：空気が強く熱せられるとき 2：山の斜面に，風がふきつけられる
とき

風風
空気の
かたまり

上
昇
気
流

上
昇
気
流

山

3：寒気のかたまりがおし寄せてきて，
暖気のかたまりにぶつかるとき

4：暖気のかたまりがおし寄せてきて
寒気のかたまりにぶつかるとき

上
昇
気
流

上
昇
気
流

上
昇
気
流

ゆるやかな上昇気流
が生じる。

寒気寒気 暖気

はげしい上昇
気流が生じる。

上昇
気流

上昇
気流

暖気

斜面にぶつかっ
て上昇する。

しゃめん

よ

ねっ

だん き

かん き

雲は，形やできる高度などから 10種
しゅ

類
るい

に分
ぶん

類
るい

されています。

・巻
けん

雲
うん

　：(15)ともいいます。上空の風が強く，晴れ
た日に見られることが多いです。
・巻
けん

層
そう

雲
うん

：うす雲ともいいます。
・高
こう

層
そう

雲
うん

：おぼろ雲ともいいます。この雲が厚
あつ

くなって
くると，雨雲になることがあります。
・巻

けん

積
せき

雲
うん

：(16)や (17)ともいいます。秋によく見ら
れます。
・高
こう

積
せき

雲
うん

：(18)ともいいます。
・層
そう

雲
うん

　：きり雲ともいいます。
・(19)　：(20)ともいいます。低い空に見られます。
この雲が発

はっ

達
たつ

して (21)になることがあります。
・層
そう

積
せき

雲
うん

：うね雲やくもり雲ともいいます。低い空に見
られます。
・(22)：(23)や (24)ともいい，(25)によく見られ
ます。低い空から高い空まで縦

たて

に発
はっ

達
たつ

した雲で，せま
いはん囲

い

にかみなりをともなった大雨を降
ふ

らせます。
・乱

らん

層
そう

雲
うん

：(26)ともいいます。低い空に見られ，厚く
て灰色～黒色をしています。広いはん囲におだやかな
雨を降らせます。

雲の種類

雲をつくっている水滴が集まって大きく成
せい

長
ちょう

し，上昇気流で支
ささ

えきれなくなって落
お

ちてきたものが
雨です。雨

あま

粒
つぶ

の直
ちょっ

径
けい

は数mmで，雲をつくる水滴の直径の数
すう

百
ひゃく

倍
ばい

にもなります。

+プラスワン+プラスワン

12

10

8

6

4

2

0

雨を降ら
せる雲

層雲
（きり雲）

層積雲
（くもり雲）
層積雲

（くもり雲）

積雲
（わた雲）
積雲

（わた雲）
せまいはん囲
に強い雨
せまいはん囲
に強い雨

高積雲
（ひつじ雲）

巻雲（すじ雲）巻雲（すじ雲） 巻積雲（うろこ雲）巻積雲（うろこ雲）

巻層雲（うす雲）

積乱雲

（　　　　　）入道雲，
かみなり雲（　　　　　）

乱層雲（雨雲）
広いはん囲に
おだやかな雨

乱層雲（雨雲）
広いはん囲に
おだやかな雨

高層雲
（おぼろ雲）高

度（
km
）

巻雲

高積雲

積雲

積乱雲
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天
体

地
質

気
象

天
気

気象　天気

天
体

地
質

気
象

天
気

天
てん

気
き

予
よ

報
ほう

★☆☆

日本付
ふ

近
きん

の天気は，(1)のえいきょうで (2)へと
移
うつ

り変
か

わります。このことを利
り

用
よう

して，気
き

象
しょう

衛
えい

星
せい

の画
が

像
ぞう

などから (3)の動
うご

きを予
よ

想
そう

し，天気を予想
することができます。
天気予報では，天気，降

こう

水
すい

確
かく

率
りつ

，最
さい

高
こう

気
き

温
おん

・最
さい

低
てい

気温，風
ふう

向
こう

と風
ふう

速
そく

などが発
はっ

表
ぴょう

されます。また，天
気の予

よ

測
そく

にもとづいて，大雨や台風などの (4)も
発表されます。

【降水確率】
天気予報で発表される (5)は，ある地

ち

域
いき

で一
いっ

定
てい

の時間内に 1mm以
い

上
じょう

の雨や
雪が降

ふ

る確率のことです。

【気温を表す言葉】
●夏日：最高気温が 25℃以上の日を表します。
● (6)：最高気温が 30℃以上の日を表します。
● (7)：最高気温が 35℃以上の日を表します。
●熱

ねっ

帯
たい

夜
や

：夜間の最低気温が 25℃以上のことを表します。
●冬日：最低気温が 0℃未

み

満
まん

の日を表します。
●真

ま

冬
ふゆ

日
び

：最高気温が 0℃未満の日を表します。

天気予報で使われる言葉

降水確率が 30%というのは，30%という予報が 100回発表されたとき，そのうちのおよそ 30

回は雨（または雪）が降るという意
い

味
み

です。降水量を表
あらわ

すものではありません。

+プラスワン+プラスワン

広いはん囲
い

にわたり，(8)がほぼ同じような空気のかたまりを気団といいます。
まわりと比

くら

べて温度が低
ひく

い気団を (9)，温度が高い気団を (10)とよびます。

日本は，すべて (11)の (12)の気団に囲
かこ

まれています。

● (13)：大
たい

陸
りく

のシベリア地方で発
はっ

生
せい

します。温度は (14)，湿度も (15)です。
(16)に勢力が強くなります。
● (17)：中国の揚子江付

ふ

近
きん

で発生します。温度は (18)，湿度は (19)です。
(20)に勢力が強まり，その一部がちぎれて日本にやってきます。
● (21)：北海道の北東のオホーツク海上で発生します。温度は (22)，湿度
は (23)です。おもに (24)に勢力が強くなります。
● (25)：日本の南東の太

たい

平
へい

洋
よう

上で発生します。温度は (26)，湿度も (27)です。
(28)にかけて勢力が強くなります。

日本付近では，4つの気団の勢力によって，高気圧と低
てい

気
き

圧
あつ

の位
い

置
ち

関
かん

係
けい

（(29)）
が季

き

節
せつ

ごとに変
か

わり，特
とく

ちょう的
てき

な天気となります。

気
き

団
だん

★★☆

予想天気図の例
れい

962

低

高

1000

962

低

高

1000

冬に勢力が強い。

おもに梅雨に勢力が
強い。

春と秋に勢力が強まり，その一
部がちぎれて日本へやってくる。

梅雨から夏にかけて勢力が強い。

小笠原気団
温度：高
湿度：高

シベリア気団
温度：低
湿度：低

オホーツク海気団
温度：低
湿度：高

オホーツク海気団
温度：低
湿度：高

揚子江気団
温度：高
湿度：低

揚子江気団
温度：高
湿度：低 小笠原気団

温度：高
湿度：高

シベリア気団
温度：低
湿度：低

つ ゆ

せいりょく

いち

ぶ

よう す こうよう す こう

　　

き だんき だん

　　

お がさ わらお がさ わら

　　

き だんき だん

　　

日本のまわりの気団

地球・宇宙図鑑ドリル問題17

気団の性
せい

質
しつ

は，発生する場
ば

所
しょ

と関係があるのだ。北で発生すると温度が低く，南で発生す
ると温度が高い。また，海上で発生すると水

すい

蒸
じょう

気
き

をたくさんふくむので湿度が高く，大
陸上で発生すると湿度が低いのである。
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質
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気
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体

地
質

気
象

天
気

前線 ★★☆

暖
だん

気
き

（あたたかい空気）と寒
かん

気
き

（冷たい空気）が接
せっ

すると，はっきりとした境
きょう

界
かい

ができます。このとき
の境界を (30)といい，前線面が地

ち

表
ひょう

と接している
ところを (31)といいます。
前線では，寒気は (32)，暖気は (33)。

前線には，(34)，(35)，(36)などがあります。
【寒冷前線 】
寒冷前線では，寒気のほうが暖気

よりも 勢
いきお

いが強く，(37)進
すす

みま
す。
寒冷前線付

ふ

近
きん

では，暖気が急
きゅう

激
げき

に上昇し，積
せき

乱
らん

雲
うん

や積
せき

雲
うん

をつくるた
め，(38)。前線が通

とお

り過
す

ぎると温
おん

度
ど

が (39)。

【温暖前線 】
温暖前線では，暖気のほうが寒気

よりも勢いが強く，(40)進みます。
温暖前線付近では，暖気がゆるや

かに上昇し，乱
らん

層
そう

雲
うん

や高
こう

層
そう

雲
うん

をつく
るため，(41)。前線が通り過ぎる
と温度は (42)。

【停滞前線 】
停滞前線では，暖気と寒気の勢いがほぼ等

ひと

しく，前線は (43)。梅雨や秋のは
じめごろに多く発

はっ

生
せい

し，それぞれ (44)，(45)とよばれ，長い期
き

間
かん

雨を降らせ
ます。

前線の種類

前線面

地表面

雨が降る地域
：せまい

ち いき

暖気の
上 昇気流
じょう りゅう

ほうこう

きしょう

積乱雲

積雲

寒気 寒冷前線

前線が進む方向

雨雨

前線面

温暖前線
雨が降る地域：広い

地表面

高層雲

寒気

暖気の
上昇気流

雨雨

乱層雲

前線が進む方向

120°
20°

30°

40°

130° 140°
150°120°

20°

30°

40°

130° 140°
150°

1034
高1040

高
1008
低

998
低

1016
低

1026
高

1034
高1040

高
1008
低

998
低

1016
低

1026

前線

高

低
てい

気
き

圧
あつ

の中心付近では，上昇気流によって (46)します。
また，低気圧には (47)に風がふきこむので，日本付近では，低気圧の西

にし

側
がわ

で
は北から (48)が入りこみ (49)ができ，低気圧の東

ひがし

側
がわ

では南から (50)が入
りこみ (51)ができます。

低気圧と前線

巻層雲巻層雲
積乱雲

積雲

高層雲

巻雲

巻積雲積乱雲
積雲

高層雲

巻雲
けんうん

けんそううん

けんせきうん

巻積雲

暖気

寒気

寒気

低気圧の中心

寒冷前線 温暖前線

暖気
乱層雲乱層雲

積
乱
雲

積
乱
雲

乱層雲乱層雲 【Ａ～Ｂの断面図】
だんめん ず

寒気寒気 寒気寒気

地表

Ａ Ｂ

Ａ Ｂ

低気圧は場
ば

所
しょ

によって風
ふう

向
こう

が異
こと

なるので，低気圧の通
つう

過
か

にともなって風向が変
へん

化
か

します。

+プラスワン+プラスワン

Ａ地点を低気圧が
通過すると……

Ａ地点の風向(　 )：南 西 北

低気圧の
進行方向
低気圧の
進行方向

低
Ａ

低

ＡＡ

低

ＡＡ

（注意）　本ドリルでは入試問題を掲載しておりません。
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質
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象

天
気

気象　天気

天
体

地
質

気
象

天
気

天気図 ★★☆

地図上に天気を表
あらわ

す記
き

号
ごう

や等
とう

圧
あつ

線
せん

，前線などをかきこんだ図を，天気図とい
います。

【天気記号】※ここで示
しめ

しているのは，日本で使
つか

われる天気記号です。

【風
ふう

向
こう

・風力】
天気記号から出した矢の向

む

きで風向を表し，矢羽の数で風力を表します。

【等圧線】
等圧線は，(1)の等

ひと

しい地点を (2)で結
むす

んだものです。
ふつう，1000hPaを基

き

準
じゅん

として 4hPaごとに線を引
き，20hPaごとに太くかきます。高

こう

気
き

圧
あつ

や低
てい

気
き

圧
あつ

があ
ると，等圧線の中心に「高（またはＨ）」や「低（またはL）」
と書き，中心の気圧（hPa）が書かれることもあります。
等圧線の間かくがせまいほど気圧の変

へん

化
か

が (3)，風力
が (4)なります。

【台風情
じょう

報
ほう

】
台風が近づくと，台風情報が発

はっ

表
ぴょう

されます。現
げん

在
ざい

の台風の中心や風
ふう

速
そく

25m/ 秒
びょう

以
い

上
じょう

の (5)，さらに，今後
台風の中心が来ると予

よ

想
そう

されるはん囲
い

（(6)）や暴風域に入る可
か

能
のう

性
せい

のある
(7)などが示されます。

台風は，熱
ねっ

帯
たい

で発
はっ

生
せい

した (8)のうち，最
さい

大
だい

風
ふう

速
そく

が (9)のものをいいます。台風の勢
せい

力
りょく

は大きさ（風
速 15m/ 秒以上の風がふくはん囲

い

）と強さ（最大
風速）で表

あらわ

されます。
ほぼ 1年中発生しますが，日本に近づくのは

(10)の間です。風雨や高
たか

潮
しお

によるひ害
がい

をもたらし
ますが，夏の水

みず

不
ぶ

足
そく

の解
かい

消
しょう

に役
やく

立
だ

つこともあります。

台風のうずの大きさは，半
はん

径
けい

約
やく

100～500kmで，高さは約10～15kmです。
外
そと

側
がわ

から中心に近づくほど風雨が (11)ますが，中心にある (12)は，風がほと
んどなく晴れています。

台風は，南の海上で発生すると，(13)のほ
うへ移

い

動
どう

することが多く，発生する季
き

節
せつ

によっ
ておもな進

しん

路
ろ

が変
か

わってきます。
天気は台風の動

うご

きによって変化し，台風が近
づくと大雨が降

ふ

り，強い風がふきます。

台風 ★★★

天気図に使われる記号

快晴
かいせい 晴れ くもり 雨 雪 みぞれ あられ ひょう かみなり きり

台風の中心

暴風域 暴風警戒域

予報円
風速が15m/秒
以上のはん囲（強風域）

きょうふういき

風

風

風力 12風力 11風力 10風力 9風力 8風力 7

風力 6

風向：南東
風力：4

天気：快晴

風向：北東
風力：3

天気：くもり

風力 5風力 4風力 3風力 2風力 1

北
天気記号の例

れい

1028
高992

低

1028
高992

低 Ａ

Ｂ

Ｂ地点よりもＡ地点
のほうが，等圧線の
間かくがせまい。
　　Ａ地点のほうが
　　風力が大きい。

台風の目

台風のうず

高

低

低

台
低

台風

20°

30°

40°

130° 140° 150°

20°

30°

40°

50°50°

130° 140° 150°

台風のおもな進路

10月

9月
8月8月7月

台風の構造

台風の進行方向

地球・宇宙図鑑ドリル問題18

台風は低気圧なので，台風の中心に向
む

かって反
はん

時
と

計
けい

回
まわ

りに風がふきこむのだ。台風の進
しん

行
こう

方
ほう

向
こう

と風向が同じになる台風の右
みぎ

側
がわ

では風が強く，進行方向と反
はん

対
たい

になる左
ひだり

側
がわ

では風が
弱くなるのである。

大きくゆれる街
がい

路
ろ

樹
じゅ
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天
体

地
質

気
象

天
気

フェーン現
げん

象
しょう

★★☆

フェーン現象は，しめった空気が山の
斜
しゃ

面
めん

にぶつかって上
じょう

昇
しょう

し，雲が発
はっ

生
せい

し
て雨を降

ふ

らせたのち，反
はん

対
たい

側
がわ

の斜面を下
か

降
こう

したときに，(14)現象です。
しめった空気が斜面を上昇するとき，

はじめは 100m高くなるごとに温度が
1℃ずつ下がりますが，雲ができ始

はじ

める
と 100m高くなるごとに (15)ずつしか下がりません。一方，反対の斜面を下
降するときには，空気がかわいているため雲ができず，100m低くなるごとに
(16)ずつ温度が上がります。このため，フェーン現象が起

お

こります。
(17)がふくと，フェーン現象が起こりやすくなります。

100mごとに
1℃上がる。

かわいた
空気

しめった
空気

100m

ごとに
1℃下
がる。

100mごとに
0.5℃下がる。

エルニーニョ現
げん

象
しょう

★☆☆

エルニーニョ現象は，太
たい

平
へい

洋
よう

上の赤
せき

道
どう

域
いき

の中
ちゅう

央
おう

部
ぶ

から南
なん

米
べい

のペルーにかけて
の広いはん囲

い

で，(18) 状
じょう

態
たい

が 1年ほど続
つづ

く現象です。
エルニーニョ現象が起

お

きた年は，日本で
は，夏は気

き

温
おん

が低
ひく

い日が続く (19)となり，
冬はあたたかい日が続く (20)になるとい
われています。

エルニーニョ現象とは逆
ぎゃく

に，同じ海で海面水温が
平年に比べて低い状態が続く現象を「ラニーニャ現
象」といいます。ラニーニャ現象が起きた年は，日
本では夏は気温が高く，冬は気温が低い日が続くこ
とが多くなるといわれています。

+プラスワン+プラスワン

赤道

南緯30°

海面の水温の基準値（1961～1990

年の30年の平均）との差〔℃〕

北緯30°

なん い

せいけいせいけい

ほく い

き じゅん ち

180°
西経
120°180°
西経
120°

-2-1 0 1 2 3 4 5

ペ
ル
ー

入
にゅう

試
し

では，フェーン現象という名前を答えさせる問題が出
しゅつ

題
だい

されるほか，計
けい

算
さん

問
もん

題
だい

とし
てもよく出題されるのだ。空気は，上昇すると温度が下がり，下降すると温度が上がるこ
とと，雲があるかどうかによって温度の変

か

わり方が異
こと

なることを，しっかりおさえておく
とよいのである。


